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柳井晴夫先生を偲ぶ 

岩坪 秀一 

柳井晴夫先生は，昨年2013年12月21日（土）

15時半にご自宅で逝去された． 

先生は本学会生みの親のお一人であり，理事長

をはじめ数々の本学会要職を務められ，その優れ

た計量的研究並びに学際的研究を通じて行動計量

学会の発展に大きく貢献された． 

私は森本栄一氏（本学会理事）からのメールで

亡くなられた翌日の日曜午後，出先において急逝

を知った．先生は昨年体調を崩され療養生活を送

っておられたが，8月に「10月には職場復帰をし

たい」との意欲的なお葉書をいただいていたし，

近々お見舞いに行こうとしていた矢先だったので，

余りに突然のことで暫し茫然自失の状態が続いた．

そのうちに先生との懐かしい想い出が次々と走馬

灯のように浮かんでは消えていったのである． 

柳井先生との出会いは，1971 年 8 月に開催さ

れた第3回行動計量学シンポジウム（日本行動計

量学会の前身）を通じてであった．当時先生は東

京大学医学部保健学科の助手でシンポジウム運営

に没頭されていた．1973 年 9 月に当シンポジウ

ムが日本行動計量学会に発展的解消を遂げた後も

引き続き事務局（庶務担当理事）として八面六臂

の活躍をされた．私も先生の情熱に巻き込まれて，

他の事務局担当の先生方と一緒に疫学教室に出か

けては学会誌発送作業などに励んだものである．

その頃のエピソードであるが，作業が一段落して

お茶の時間になると，「岩坪さん，ちょっといいで

すか？5 分だけ，いや 3 分，3 分でいいです，ち

ょっと聞いて下さい，」と言って20分，ときには

30 分近くも新たに発見した一般逆行列に関する

定理の証明を，独特な字体の記号を目にも止まら

ぬような速さで手元の紙に書きつらねながら早口

で語られるのであった．随分お付き合いさせてい

ただいたが，「こんな面白いことが分かったのだ」

という先生の嬉しそうなあの笑顔を今でも忘れる

ことが出来ない．1979年12月マニラで開催され

た ISI（国際統計協会）の第42回大会にもご一緒

させていただいたが，閉会後に先生は，インド・

ワイリーから出版が決まっていた「The 

Foundation of Multivariate Analysis」について

共著者のムカージ教授と編集上の相談をするため

にマニラからインドに赴かれた．その熱意に私の

みならず日本から参加していた皆さんも舌を巻い

たものである．この本は出版後国際的に高く評価

された．そのときの熱意と同じものが，最近の「シ

リーズ〈行動計量学の科学〉」刊行のご努力のなか

にも如実に現れていた． 

1986年からは19年間大学入試センター研究開

発部でご一緒することになった．仕事の遅い私を

叱咤激励して下さり，研究遂行上随分助けていた

だいた．入試研究を巡って先生と意見の齟齬を来

たしたこともあり，随分失礼なことを申し上げて

しまったこともあったが，先生の実に偉いところ

は，いっとき不愉快な思いをされても，少し時間

がたつとあたかもコンピュータのメモリがクリア

されるように全く後に尾を引かないことであった．

これは人間としてとても真似のできないことであ

る．  

先生は数々の共同研究を意欲的に立ち上げて

多数の研究者を結集させる優れた能力を持ってお

られた．私もいくつか参加させていただいたが，

担当分の研究報告をまとめているとき，せっかち

な先生は，「まだですか？いつできますか？」と顔

を合わせるたびにおっしゃるので参ったことを思
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い出す．しかし，先生のこの叱咤激励と鞭撻のお

陰で，研究成果が必ず活字化されるという充実感

を後から味わうことが出来たのである． 

2003年頃だったと思う．先生は小川洋子さんの

小説「博士の愛した数式」をことのほか気に入ら

れて小川さんに感想の手紙を出されたくらいであ

った．これがきっかけなのか素数の性質に非常に

興味をもたれて，誕生月日の数字が素数であるか

どうか会う人ごとに判定する趣味を持たれた．奇

しくも先生が満 73 歳という素数の年令で亡くな

られたのは何か不思議な気がする． 

先生は研究者の一生を見事に貫かれた．亡くな

られた時には現役の聖路加看護大学の特任教授で

あられた．文科省科学研究費補助金基盤研究A「臨

地実習適正化のための看護系大学共用試験 CBT

の実用化と教育カリキュラムへの導入」（2011～

2013年度）の研究代表者として研究に邁進してお

られた．伊藤圭氏（本学会会員）によると，亡く

なられる直前に開かれた科研の全体会議には，自

宅療養中の先生はビデオメッセージに託して意見

を述べられたそうである．最後まで研究に没頭さ

れて逝かれたその姿は，まさに名優が舞台で倒れ

るような見事な大往生であったといえよう．今年

に入って，先生の国内外にわたる研究，教育への

貢献に対して，閣議決定，天皇陛下への奏上をへ

て叙勲を受けられたのも「宜なるかな」の一語に

尽きる． 

先生から永年恩顧を賜ってきた自分としては，

現在抱えている課題に鋭意打ち込むこと，先生か

らの叱咤激励と鞭撻を常に思い浮かべながら邁進

すること，これこそが先生へのご恩返しになるの

だと思う．合掌． 

（いわつぼ・しゅういち，大学入試センター名誉

教授） 

 

岩坪 秀一（いわつぼ・しゅういち） 

大学入試センター名誉教授 

東京大学工学部卒（1966年）及び文学部

卒（1968年）．電子技術総合研究所（現・

産業技術総合研究所）主任研究官，大学入

試センター研究開発部教授，早稲田大学人

間科学学術院特任教授（2013年3月退職）．本学会では，庶

務担当理事，運営委員長，編集委員長等を歴任． 

情熱の人，柳井先生 

高根 芳雄 

  

私が柳井先生と「運命の出会い」をしたのは

1967年でちょうど今から47年前になります．も

う少しで「金婚式」というところで残念ながら永

遠の別れが来てしまいました．私が柳井先生と最

初にお会いした時のいきさつやその後受けた数々

の学恩につきましては先生が2006年に大学入試

センターを退官なされた時の記念文集に書かせて

いただきましたので（takane.brinkster.net/ 

Yoshio/），ここでは先生とのその後の交流につい

て書かせていただきます． 

IMPS-2007が東京で開かれた時，私はkeynote 

speaker の1人として招待され，その時柳井先生

は講演に先立って私を紹介する労を取って下さい

ました．その中で最も印象的だったのは私の論文

がそれまでの数年間で飛躍的に増えているのを先

生が2次の回帰分析を使って示されたことでした．

私自身は余り意識していませんでしたが，言われ

てみると確かに思い当たります．私は家庭の事情

で1996年から2002年にかけて殆んど研究をして

いる暇がありませんでした．その反動で論文が急

に増えたものと思われます．私は何よりもこのよ

うな場面で統計手法の効用を実践的に示された柳

井先生の統計学にかける熱い思いに感激しました． 

この大会の直後私は柳井先生から前立腺癌を

患っていらっしゃることを知らされました．この

時私は「射影行列，一般化逆行列，特異値分解」

の英訳を約束しました．実は私の講演の冒頭で私

の愛読書としてこの本を紹介したいきさつがあっ

たからです．私は柳井先生の話を聞いてすぐにで

も完成させなければいけないという思いを強くし

ました．柳井先生は出版に当たり私が第１著者に

なっても良いとまでおっしゃって下さいましたが，

私は鄭重に断りました．おそらく先生にとっては

この本を出来るだけ多くの人に読んでもらうこと

が第一でauthorshipのことはどうでもよいと思

われたのでしょう．私は逆に柳井，竹内著，高根

訳で良いという提案をしましたが，結局私が内容

に若干手を加えることで第3著者として入ること

で決着しました．この本は2011年にSpringerか
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ら出版されました． 

柳井先生に最後にお会いしたのは去年の9月

26日のことでした．私はそれより10日ほど前に

日本に着いたのですが，札幌と大阪で用事を済ま

せようやく東京に戻ったところでした．実は札幌

で柳井先生に会えるとばかり思っていたのです．

私の一時帰国は札幌で開催された日本心理学会で

賞を受け取るためで，その賞に私を推薦して下さ

ったのが柳井先生だったからです．ところが先生

は札幌にはいらっしゃられませんでした．授賞式

の翌日繁桝先生から柳井先生は半年ほど前に自宅

の階段から足を踏み外され頭を打ち私が帰国する

少し前まで入院なされていたと聞きました．私は

東京に戻った翌々日柳井先生の自宅に伺いました． 

先生は2度の手術と半年に渡る入院の直後で若

干やつれたようにも見受けられましたが頭の方は

明晰で私はついつい2時間も話し込んでしまいま

した．柳内先生は翌週から車いすに乗って授業を

再開するとおっしゃるほど意気軒昂のご様子でし

た．私が日本心理学会と阪大の講演で使ったスラ

イドを見せるとそれを熱心にご覧になり，最後に

それを置いて行くようおっしゃられました．私は

それを聞いてすっかり安心し先生がその後順調に

回復されるものと思い込んでいました．それ以来

私は先生の訃報が届くまで前立腺癌のことはすっ

かり忘れてしまっていたのです． 

柳井先生は何よりも情熱の人でした．何をなさ

るにも先生は自分がなさっていることに夢中で取

り組んでいらっしゃることがひしひしと伝わって

きました．これはmentorとして一番重要な資質

ではないかと思われます．柳井先生はそれが天性

というか自然に備わっている人でした．          

 

高根 芳雄（たかね・よしお） 

マッギル大学名誉教授 

マッギル大学助教授，准教授，教授

を経て，2012年より現職．本学会で

は，欧文誌編集委員，1986年度林知

己夫賞（功績賞），2011年度杉山明

子賞（出版賞）を受賞． 

 

 

 

徒然草52段 ―― 柳井晴夫のこと＊             

＊
敬称は略させていただきます． 

松原 望 

 

行動計量学は一言でいえば，人とは行動そのも

のである，とまとめられよう．学会の創設者林知

己夫の規定はそうであった．林は徹底的な唯名論

者で西洋数学嫌いだが，私は実在論で，「人」は現

実の人，人々だけには解消されず，人とは何か，

人のあるべき姿，人の理想がある．日本ではこれ

には異論が多く，林の周辺の丸山久美子と論議が

あった．柳井晴夫も違った意味で実在論であった．

柳井の出身や学問の背骨は終生数学で，このこと

は存外と知られていない．実際，数学は典型的な

普遍実在論であり，その行動計量学の範型は C. 

Spearman (1906) の有名な論文である．柳井には

これが相当格好よく見えたらしく，しばしば言及

しフォローしている．水野欣司も同趣旨のことを

いっているが，「すこしのことにも，先達（せんだ

ち）はあらまほしき事なり」（徒然草52段）が思

い出される． 

 柳井晴夫の学問活動は行動計量学会で中心的，

指導的位置を占めていて，功績も多大，その人生

は幸福であっただろう．しかし，傍らにいて見て

みると，学問理念としては行動計量学会の主流に

あったわけではない．当初，行動計量学会＝多変

量解析学会というありがたメイワクの世評があっ

たが，柳井のアプローチはそこでさえ中心の位置

を占めておらず，1973年の学会創立以来，実証よ

りもむしろ数理的な精密構造の解明に向けられて

いたので，実は研究の面では林との距離もあった

（これは林自身が語っている）．行動計量学会では，

林に傾倒するあまり，その流儀にひきずられる者

も少なくなかったが，柳井には多数派や流行に流

されない信念や直観があり，常に柳井流が貫かれ

た．学者たる者かくありなんと，私を深く impress

した． 

柳井は応用線形代数のマジックが上手く，その

最初は射影行列である．射影行列は一般線形モデ

ルの説明でも使われるが，柳井はこれに中心的，

積極的役割を与え，多変量解析の数理解釈を明確

にした．私の書棚から遠山啓『行列論』（共立）を
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借り出していったが，固有値によるスペクトル分

解を行動計量の基礎に活用する構想があったらし

い．射影，固有値によるスペクトル分解は，1930

年代に，有名なvon Neumannの量子力学の観測

理論の下地になり，摂動論にも出てくる．多変量

解析の観測問題の発展にも応用が見込めた領域で

ある． 

 柳井は人柄は温厚だが，実は業績主義者また多

少権威主義者であった．私が弱冠 30 歳頃，創刊

号 Behaviormetrika の印東太郎編集委員長の代

理で実務をやっていた折(1973年末頃)，突然，（編

集委員ではない）柳井から電話がかかってきた．

会報の予告に反応したのか，どこぞで聞いたのか

定かではないが，故小室直樹の「構造機能分析」

の論文がなぜ創刊号の招待論文なのかとのことで

あった．小室は知る人ぞ知る異能の研究者であっ

たが，所属がしっかりしていないことに合点がい

かなかったらしい．これが柳井との最初の緊迫し

た出会いであった（柳井は私より2,3歳年長）．小

室論文は，査読を経て無事創刊号に掲載されてい

る．おおらかな時代の緊迫した出会いであったが，

柳井とは，それ以来却って仲はよかった． 

 私事だが，私はスタンフォード大学での留学を

終えて統計数理研究所（当時，河田敬義所長）へ

戻った 1972 年秋，初対面の丸山久美子から声を

かけられ，あまりわからず学会（正確にはその前

身）に参加した．後発の参加者であったが創成の

学会は若者の活気にあふれ，柳井を中心に岩坪秀

一，丸山久美子，そして私が事務局を動かした．

学会の運営はすべて労働奉仕で，東大医学部保健

学科で助手の柳井から，（例のさっぱりした命令？

口調で）マツバラさん学会誌の発送を手伝って下

さい．あなたクルマ持ってますねと言われれば，

柳井の指示は的確で信頼していたから，みなハイ

ハイと従った．私は欧文誌編集委員会担当で，印

東委員長以下，佐伯胖，宮原英夫，上笹恒，丸山

久美子など立派な方々が揃い，次代は私が引き受

けた．最高事務責任は柳井で，柳井の経歴は学会

史と重なり良い時代を柳井は生きた．その冥福を

祈りたい．   

 

 

 

松原 望（まつばら・のぞむ） 

東京大学教養学部基礎科学科数学コース

卒．文部省統計数理研究所研究員，スタン

フォード大学大学院統計学博士課程留学

（同上復帰），筑波大学社会工学系助教授，

エール大学フルブライト研究員，東京大学教養学部教養学科

教授，同大学院総合文化研究科教授，同大学院新領域創成科

学研究科教授，上智大学大学院国際関係専攻教授，聖学院大

学大学院政治政策学研究科教授を経て，同客員教授．Ph.D. 本

学会では，理事，欧文誌編集委員長などを歴任．1995年度林

知己夫賞（功績賞）を受賞． 

 

 

 

数字の氾濫の中で 

―盟友柳井晴夫氏への追悼― 

丸山 久美子 

 

偶々，私は奉職していた大学の定年を迎えて後，

さらに地方の短期大学を大学に改組するために駆

り出され，北陸の金沢へ赴任していた．慣れない

地方の独特の気風の中のえんじょもん（遠所者）

としての生活は｢異邦人｣のようなもので，流れゆ

く雲を友とし，はるかに幾重にも重なって金沢の

町をとりかこむ山峯に抱かれながら4年間を過ご

した．その間，しばしば，柳井氏から電話がかか

り，行動計量学会の様子や原稿の依頼や，自分の

身の振り方などを相談された．彼は，ただひたす

ら大学や研究所で多変量解析や統計学を学生に教

えることだけを拠り所としていたので，定年にな

ったら何もすることが無くなることに不安を抱え

ていた．私が 4 年間の任務を終えて帰京する折，

又1年聖路加大学に奉職することが理事会で決ま

ったと言って喜んで電話してきた．その様子が尋

常ではない．今，考えると，妙に彼はこれまでは

考えられないほど神妙な声で，原稿の出版が遅れ

たことやこれまでの非礼を詫びると言った具合に

今までにないほど愁傷な様子でぼそぼそと話した．

彼も年老いたなと感じた． 

若き日，私たちはまさに喧嘩仲間で，活気にあ

ふれ，行動計量学会を創立した時はまだ双方とも
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20代の助手のなり立ての若僧であり，自分たちが

何を考えているのか，事の重大さを思いもせず，

ただ，林先生を理事長にして行動計量学会を創立

し，会員を2千名にすることばかりを願っていた．

彼は，それ以外の世間話は殆どせず，お酒も飲ま

ず，その時に疑問に思う数学や統計学の話だけに

拘った．一度，地球が破滅する映画を見に行った

ことがある．見終わって地球は今後どうなるかと

いう話をしたいと思ったが，彼はその時熟考して

いた｢相関係数｣の話ばかりに終始した．彼の頭の

中には数式が渦巻き，今にも氾濫して流されてゆ

くような錯覚さえ起させた． 

その年の3月末に帰京すると驚いたことに，柳

井氏が階段から落ちて脳内出血を起こし入院して

いるという．自宅に電話して御子息から窺うと，

脳の方は手術で完治したが，さらに腸閉塞を起こ

したりして退院は出来ない．本人は大学の授業の

事が気がかりで，何とかならぬかとそればかり心

配するので，息子も父親の気持ちを大いに忖度し

て，その希望を叶えてやりたいと願っていた．度々

電話で様子を窺い，9 月から授業が出来るのでは

ないかと楽観していたが，年末に突然の訃報で驚

いた．享年 73 歳というのは平均的に見て早い．

彼の脳髄は唯数字の氾濫で溢れかえり，そのため

に溺れてしまったのだ．彼にとって，それが一番

の幸福だったのだと今はそう思っている．だから，

彼は自分の人生を充実して生きたのだ．その 73

年間の足跡を息子が背負うだろう．何事もなく，

そして，時は流れる． 

｢おお，思索の後の快いこの報い｣  

故林知己夫先生が愛読したポール・ヴァレリーの

詩を柳井晴夫氏の霊に捧げる． 

 

丸山 久美子（まるやま・くみこ） 

青山学院大学大学院修了（心理学）．イ

リノイ大学大学院留学（計量心理学），

青山学院大学助手，講師，盛岡大学助

教授･教授，聖学院大学教授･名誉教授 

北陸学院大学教授． 本学会では，理事，

欧文誌編集委員，大会実行委員会委員

長などを歴任．また2009年度林知己夫賞（功績賞）を受賞． 

 

役員異動のお知らせ 

 

以下のように学会役員に異動がありました． 

 

・欧文誌編集委員会委員 

加藤 健太郎（就任） 

 

・第二次学会活性化検討委員会委員 

小柴 満美子 （就任）  

荘島 宏二郎 （修正で追加） 

 

・横断型基幹科学技術研究団体連合担当理事 

今泉 忠（退任） 

＊本学会が3月末日で脱退したため 
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日本行動計量学会第42回大会の 
お知らせ（第2号通信） 

 日本行動計量学会第42回大会実行委員会 

 

昨年 12 月の会報，および，第 1 号通信にてご

案内の通り，第 42 回大会を東北大学川内キャン

パスにて開催させていただくこととなりました．

お知らせが遅れ気味となっており，申し訳ありま

せん．現在，鋭意準備を進めているところです．

どうぞよろしくお願いいたします． 

当初，会場を「川内北キャンパス」とご案内し

ておりましたが，会期 3 日目（2014 年 9 月 4 日

［木］）のイベントを「川内南キャンパス」の東側

に立地する「東北大学百周年記念会館 川内萩ホ

ール」で開催させていただくこととしました．同

会館は旧東北大学記念講堂を改装して2008年10

月に完成したものです．1,200 席あまりの規模の

大ホールは，世界水準の音響と学術会議機能を備

えたホールであり，学術会議や講演会のほか，音

楽コンサートなどを楽しんでいただける施設とな

っています．公開イベントとして，すでにご案内

の「公開シンポジウム」に加え，実力に折り紙付

きの二つの学友会サークル協力を得て，ミニコン

サートを開催いたします．併せてお楽しみいただ

ければ幸いです． 

 

 

（萩ホール２階客席から舞台を望む 

写真提供：東北大学百周年記念会館） 

東北大学百周年記念会館萩ホールwebサイト 

http://www.bureau.tohoku.ac.jp/hagihall/ 

また，同会館には三つの会議室が付設されてお

ります．当日のプログラムはまだ詳細が固まって

おりませんが，大ホールイベントとの並行セッシ

ョンを実施することも可能です．仕切りを外して

シアター形式とした会議室を懇親会会場として利

用する予定です． 

川内北キャンパスと南キャンパスは一般道を

はさんで両側に立地しており，実質的に一体のキ

ャンパスです．移動に時間がかかることはありま

せん．両キャンパスは東日本大震災による被害も

軽微で，近年，整備も進んでおりますので，参加

者の皆さま方に心地よく緑豊かな雰囲気を味わっ

ていただけるのではないかと期待しております． 

お時間に余裕がありましたら，ぜひ，周辺の散

策などもお楽しみ下さい． 

 

 

（東北大学川内北キャンパス 

写真：「東北大学フォトアルバム」より転載） 

 

 

1．開催期日，会場，大会webサイト 

日時：2014 年9月2日 （火）～ 5日 （金） 

場所：東北大学川内北キャンパス 

（仙台市青葉区川内41） 

東北大学百周年記念会館川内萩ホール 

（川内南キャンパス，仙台市青葉区川内

40） 

大会webサイト：http://bsj.wdc-jp.com/2014/ 

 

 今後は，主として大会webサイト等を通じて更

新情報をお知らせする予定です．
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2．参加申込等スケジュール 

4/4（金）  特別セッションの企画募集開始 

一般発表申込開始 

抄録原稿受付開始 

チュートリアルセミナー参加申込

開始 

大会参加事前申込開始 

5/16（金） 特別セッションの企画募集締切 

（5/30 まで延長しました） 

6/2（月）  一般発表申込締切 

6/10（火） 抄録原稿提出締切 

8/1（金）  プログラム公開 

プログラム冊子会員送付予定 

8/12（火） 大会参加事前申込締切 

 9/2（火）～5（金）第42回大会 

（2日はチュートリアルセミナー） 

 

一般研究発表申込の締切がせまっております．

ご発表を予定されている方々は，お早めにお申し 

込み下さい．  

 

3．大会プログラム 

 現時点での予定です．企画内容や開始時刻，終

了時刻に関しては変更の可能性があります． 

なお，第 42 回大会は東北大学大学院文学研究

科との共催事業となりましたので，お知らせいた

します． 

9月2日（火） 

会場：川内北キャンパス講義棟C棟 

時間：13:30 ～ 16:30 

内容：チュートリアルセミナー 

9月3日（水） 

会場：川内北キャンパス講義棟C棟 

時間：9:30 ～ 17:00（予定） 

内容：特別セッション，一般セッション 

9月4日（木） 

会場：東北大学百周年記念会館川内萩ホール 

  時間：午前 

内容：特別講演 

時間：午後 

 内容：総会 

第 42 回大会公開企画（参加費無料） 

      ミニコンサート 

      公開シンポジウム 

   第一部 基調講演 

   第二部 シンポジウム 

時間：夕方 

内容：懇親会 

9月5日（金） 

会場：川内北キャンパス講義棟C棟 

時間：9:30 ～ 15:00 （予定） 

内容：特別セッション，一般セッション 

 

4．第42回大会チュートリアルセミナー 

テーマ：消費者行動データ分析のための構造モデ

リング――入門からビッグデータ活用ま

で―― 

講師：石垣司（東北大学大学院経済学研究科） 

場所：東北大学川内北キャンパス講義棟C棟 

日時：2014 年9月2日（火）13:30 ～ 16:30 

概要：ビッグデータ時代の潮流を受け，消費者行

動を理解するためのデータ分析は学術界・産業界

の両者においてますます重要なトピックとして認

識されている．本チュートリアルセミナーでは消

費者行動データ分析のための構造モデリングの理

論と実践について解説する．はじめに，①消費者

行動の要因（販促・環境など）と結果（購買・非

購買など）の因果構造を確率モデルとして表現す

るアプローチを紹介する．具体的には，古典的な

離散選択モデルから始めて，階層ベイズモデリン

グによる消費者異質性モデルについて解説する．

次に，②機械学習やデータマイニングなどの帰納

的方法論による購買行動分析や構造抽出を目指す

アプローチを紹介する．具体的にはトピックモデ

ルやベイジアンネットワークなどの手法について

解説する．また，①と②の両アプローチの違いと

長所・短所についても解説する．③最後に，構造

モデリングを用いてサービス産業の持続的成長を

実現するためのビッグデータ活用の実践を紹介・

解説する． 

チュートリアルセミナー参加費 

 
早期振込 当日支払 

正会員 3,000円 4,000円 

学生 2,000円 3,000円 

賛助会員 3,000円 4,000円 

非会員 4,000円 5,000円 
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5．特別講演 

企画・司会：村上隆（中京大学） 

指定討論：林文（東洋英和女学院大学） 

     吉野諒三（統計数理研究所） 

講演者：西里静彦（トロント大学〔カナダ〕名誉

教授） 

題目（仮題）：数量化理論――部分空間と全空間の

多次元解析―― 

場所：東北大学百周年記念会館 川内萩ホール 

日時：2014 年9月4日（木）午前 

企画主旨：西里静彦先生は，質的データの数量化

に関する理論的・経験的研究を続けられ，その成

果は，いまさら言うまでもなく国際的に高い評価

を受けています．今回の特別講演では，先生の50

年以上にわたるご研究を背景とした，データ解析

に関する最新のお考えについてお話しいただきま

す．先生にもご参画いただいた本学会の設立当時

を思わせる自由で闊達な討論が起こることも期待

されます． 

 

6．第42回大会公開企画（参加費無料） 

〔ミニコンサート〕 

出演サークル： 

東北大学学友会吹奏楽部 

（http://www.tohoku-wind.org/index.shtml） 

  東北大学混声合唱団 

（http://tohoku-uv-konsei.lolipop.jp/） 

 

〔公開シンポジウム〕 

第 42 回大会公開企画のうち，公開シンポジウ

ムは東北大学大学院情報科学研究科との共催事業

として申請中です． 

テーマ：東日本大震災被災地における住民の意向

の把握とその課題 

日時：2014 年9月4日（木）午後 

場所：東北大学百周年記念会館 川内萩ホール 

概要：今後の復興に向けて被災地の住民の意向を

どう把握するのか，今回の震災特有の課題は何な

のか．行政・マスメディア等，それぞれの観点か

ら議論する． 

 

第一部 基調講演（予定） 

「東日本大震災に対する政治の使命」 

（交渉中，講師は復興に携わった政治家を予定） 

第二部 シンポジウム 

「東日本大震災被災地における住民の意向の把握

とその課題」 

コーディネータ： 

河村和徳（東北大学大学院情報科学研究科） 

パネラー： 

被災地自治体担当者（仙台市）（予定） 

〔被災者の意向把握の課題〕 

マスメディア関係者（河北新報社）（予定） 

〔取材および世論調査での苦労等〕 

石川俊之（サーベイリサーチセンター営業企画

本部長） 

〔被災地調査で得られたデータ収集のノウハ

ウ〕 

コメンテータ： 

 後藤心平（FM仙台パーソナリティ） 

 

7．大会参加費 

 
早期振込 当日支払 

正会員 5,000円 6,000円 

学生 3,000円 4,000円 

賛助会員 5,000円 6,000円 

非会員 7,000円 10,000円 

〇参加費には抄録集 1 冊を含みます． 

〇正会員には名誉会員・シニア会員を含みます． 

〇学生の参加費には準会員・非会員の区別はあり

ません． 

〇賛助会員は3名様まで無料です．事前に参加券

を3枚お送りしますので，この券を持参された

方が対象です．4 人目以降は，上記金額です．

なお，事前参加申込みより無料の登録を行った

方も，当日必ず参加券をご持参下さい． 

〇抄録集は 1 冊 3,000 円で頒布します． 

〇早期振込は Web による参加申込・参加費振込

とも 8 月 12 日（火）までに行われた方が対象

です．それ以後は会場で「当日支払」の会費を

お支払い下さい． 

〇公開企画のみの参加は無料です． 
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8．懇親会 

懇親会は，9 月 4 日（木）の夕方に東北大学川

内南キャンパス東北大学百周年記念会館川内萩ホ

ール会議室にて行います．開始終了の時刻が決ま

り次第，大会webサイトに掲載いたします． 

懇親会費 

早期振込 当日支払 

4,000円 5,000円 

〇定員に達した場合は受付を終了することがあり

ます． 

〇早期振込は Web による参加申込・参加費振込

とも 8 月 12 日（火）までに行われた方が対象

です．それ以後は会場で「当日支払」の会費を

お支払 い下さい． 

 

9． 振込先 

銀行名：ゆうちょ銀行・郵便局 振替口座 

口座記号番号：00190-4-386225 

口座名称（漢字）：日本行動計量学会大会 

口座名称（カナ）：ニホンコウドウケイリョウ

ガッカイタイカイ 

 

他の金融機関からゆうちょ銀行・郵便局へお振

込みされる場合は，下記情報をご利用下さい． 

銀行名：ゆうちょ銀行 

店名：〇一九店（ゼロイチキュウ 店）  

店番：019 

預金種目：当座 

口座番号：0386225 

 

恐れ入りますが，振り込み手数料はご負担下さ 

いますようお願い申し上げます． 

 

10．アクセス 

仙台市営バスによる仙台駅前バスプールから

のアクセス情報です． 

 

〇9 番のりば（全てのバスが会場最寄りの停留所

を経由します） 

行き先： 

宮教大・青葉台行，青葉通経由動物公園循環 

 下車停留所（所要時間・運賃）： 

東北大川内キャンパス・萩ホール前 

（約15分，運賃180円） 

〇16番のりば（本数がやや少なく，東北大学百周

年記念会館からは遠くなります） 

 行き先： 

  広瀬通経由交通公園・川内営業所行 

広瀬通経由交通公園循環 

 下車停留所（所要時間・運賃）： 

  川内郵便局前（約15分，180円） 

 

タクシーの利用も可能です．通常の交通状況の

場合，所要時間 10 分程度，料金は 1,500 円程度

です．周辺地図は，第42回大会webサイト 

（http://bsj.wdc-jp.com/2014/）のアクセス情報を

ご利用下さい． 

 

11．お問い合わせ先 

〇参加登録，抄録提出など，Web での手続き関

係は大会ヘルプデスク（bsj-desk@bunken. 

co.jp）までお願いします． 

〇大会全般の問い合わせは，第 42 回大会実行委

員会（bsj2014@he.tohoku.ac.jp）までお寄せ下

さい． 

 

12．第42回大会実行委員会 

木村邦博（東北大学）（委員長） 

倉元直樹（東北大学）（副委員長） 

（「第2号通信」文責） 

熊谷龍一（東北大学）（事務局長） 

河村和徳（東北大学） 

菊地賢一（東邦大学） 

村木英治（東北大学） 

鈴鴨よしみ（東北大学） 

鈴木敏明（東北大学） 

 

* 本稿校了の時点から更新された情報については，

同封の別紙「第2号通信」をご覧下さい．また，

大会 web サイトには随時新しい情報をアップ

ロードいたしますので，合わせてご利用下さい． 
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2014年度統計関連学会連合大会について 

（第二報） 

 運営委員会委員長  山田剛史（岡山大学）  

実行委員会委員長  大森裕浩（東京大学）  

プログラム委員会委員長  西郷浩（早稲田大学）  

  

 今回で13回目になる2014年度統計関連学会連合

大会について進捗状況をご報告いたします．今大会

も統計関連学会連合に属する全ての学会の共催によ

り開催する運びとなりました．東京大学本郷キャン

パスが大会会場となっております．本大会の第 1 日

目（9 月 13 日（土））はチュートリアルセッション

と市民講演会を開催いたします．一般講演などは 2

日目以降（9月14日（日）～16日（火））に開催し

ます．懇親会は，本郷キャンパス内の山上会館を会

場として予定しております．例年と異なり，土曜日

開始となる点にご注意下さい． 

 この第二報では，チュートリアルセッション，市

民講演会，企画セッション，コンペティションセッ

ションなどの概要を項目ごとにご紹介いたします．

今後，連合大会のウェブページ 

http://www.jfssa.jp/taikai/2014/ 

に関連情報や詳細情報を随時掲載していきますので，

ご覧下さい． 

 

1．大会日程，開催場所，各種受け付け期間 

開催日程：9月13日（土）から16日（火）までの

4日間 

9月13日（土）：チュートリアルセッシ

ョンと市民講演会（東京大学本郷キャン

パス） 

9月14日（日）～16日（火）：本大会（東

京大学本郷キャンパス） 

共催：応用統計学会，日本計算機統計学会，日本計

量生物学会，日本行動計量学会，日本統計学

会，日本分類学会 

懇親会：9 月 15 日（月）18:00～（予定）山上会館

（本郷キャンパス） 

講演申し込み：5月 8日（木）9:00 

～6月5日（木）17:00 

原稿提出：6月10日（火） 9:00 

～7月8日（火）17:00 

前参加申し込み：7月17日（木）9:00 

～8月20日（水）17:00 

2．講演の申し込み 

 講演には次の種類があります． 

 ・一般講演 

 ・企画セッション講演 

 ・コンペティション講演 

申し込み方法は，すべての講演に共通の事項と種類

ごとに異なる事項があります．ご注意下さい． 

(1)すべての講演に共通の事項 

 講演をご希望の方は，上記ウェブページからお申

し込み下さい．これ以外の申し込み方法はありませ

ん．ウェブページ上で，「一般講演」，「企画セッショ

ン講演」，「コンペティション講演」のいずれかを選

択して下さい．原則として，講演者が申し込んで下

さい．ただし，「企画セッション講演」については，

オーガナイザーが申し込んで下さい． 

(2)「一般講演」に関わる事項 

 通常の講演は「一般講演」として講演者がお申し

込み下さい．ウェブページ上の講演申し込み手順に

したがって申し込みをして下さい．プログラム編成

の際の参考にしますので，最大 3 個までのキーワー

ドを，重視する順にご選択下さい．また，講演者（連

名講演者を含む）のうち，少なくとも 1 名は共催 6

学会のいずれかの会員であることが要件です． 

(3)「企画セッション講演」に関わる事項 

 各セッションのオーガナイザーが，セッション内

の講演全件をお申し込み下さい．たとえば，セッシ

ョン内に 5 件の報告がある場合，それぞれの報告を

1 つずつ，計 5 件をオーガナイザーがお申し込み下

さい．これによって，当該の企画セッション内のお

のおのの講演の原稿が 1 件の報告として報告集に掲

載されることになります．その点にご注意下さい． 

(4)「コンペティション講演」に関わる事項 

 コンペティション講演は，研究内容とプレゼンテ

ーションの能力を競う企画で，今回で12回目を迎え

ます．参加資格は，以下のいずれかの条件を満たす

方です． 

(a) 2014 年 4 月 1日時点で30 歳未満の若手研究者

（博士後期課程院生をふくむ） 

(b) 講演時に学部学生や修士課程（または博士前期

課程）院生（年齢は問いません） 

 連名講演の場合，コンペティション対象者は実際

に口頭発表する方で，講演の申し込み時点で共催 6

学会のいずれかの会員である必要があります（ただ

し，申し込みと同時に入会手続きする方も含みます）．
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審査は，数名の審査委員による 5 段階評価にもとづ

く投票で実施する予定です．選考はプログラム委員

会で行います．審査では，研究内容とともに，研究

発表のプレゼンテーションについても評価します．

発表者が十分に準備・工夫し，充実したプレゼンテ

ーションであることを期待しています．原則として，

最優秀報告者1名，優秀報告者3名程度を選考しま

す．コンペティションセッションは9月14日・9月

15 日に開催し，9 月 15 日の夕刻（懇親会の前）に

表彰式を行う予定です． 

 

3．講演報告集用原稿の提出 

(1)「一般セッション講演」，「コンペティション講演」

に関わる事項 

 報告集用の原稿は A4 サイズで 1 ページです．イ

ンターネット経由で電子ファイル（PDF形式）を提

出していただきます．「1．大会日程，開催場所，各

種受け付け期間」を参照の上，原稿提出期間を厳守

して下さい． 

(2)「企画セッション講演」に関わる事項 

 オーガナイザーが集約してご提出下さい．書式・

提出期間等は，上記(1)と同じです．セッション内の

すべての講演について 1 つずつ別々にオーガナイザ

ーが原稿を提出して下さい（「2．講演の申し込み (3)

「企画セッション講演」に関わる事項」参照）．オー

ガナイザーが期限内に原稿を提出できるようなスケ

ジュールで，企画セッション講演者に原稿を依頼し

て下さい． 

(3)すべての講演に共通の事項 

いずれの種類の講演についても，ご希望の方は，報

告集用原稿とは別に，ウェブページに掲載する詳細

論文を受け付けます（A4サイズ，最大10ページま

で，PDF形式，ファイルサイズは1MB以内，フォ

ント埋め込み）．論文ファイルをメールによりプログ

ラム委員会宛 submission2014@jfssa.jp にお送り下

さい．報告集用原稿および詳細論文の執筆要領につ

き ま し て は ， 連 合 大 会 ウ ェ ブ ペ ー ジ

（http://www.jfssa.jp/taikai/2014/）をご覧下さい． 

(4)その他 

講演報告集は大会当日にお渡しします． 

【注意】 

報告集は，本大会ウェブページにて期間限定で公開

予定です．公開を希望しない場合には，報告集用原

稿の提出時に，その旨をご指示下さい． 

4．企画セッションのご案内 

 学会や個人から申請のあった 21 件の企画セッシ

ョンが予定されております．テーマとオーガナイザ

ーのお名前，ご所属は以下の通りです．テーマのね

らいや講演者・講演タイトルなどにつきましては連

合大会のウェブページをご覧下さい． 

 なお，企画セッションの運営はオーガナイザーに

一任しておりますので，企画セッションについての

ご質問がございましたら，直接オーガナイザーにお

問い合わせ下さいますようお願いいたします．企画

セッションの日程はプログラム作成時に決定いたし

ます． 

企画セッション名とオーガナイザー（敬称略） 

(1)日本分類学会シンポジウム：主成分分析の拡張と

新展開  

足立浩平（大阪大学） 

(2)日本計量生物学会シンポジウム：メタアナリシス

における最近の展開 

手良向聡（金沢大学）・野間久史（統計数理研究所） 

(3)日本計量生物学会 奨励賞受賞者講演 

 手良向聡（金沢大学） 

(4)日本統計学会 各賞受賞者記念講演 

 鎌倉成稔（中央大学） 

(5)応用統計学会シンポジウム：技術開発プロセスを

加速させるための知の統合 

竹内惠行（大阪大学）・渡辺美智子（慶應義塾大

学）・椿広計（統計数理研究所） 

(6)応用統計学会 学会賞受賞者講演 

 大西俊郎（九州大学）・黒木学（統計数理研究所） 

(7)ソフトウェアセッション 

(8)高頻度従属データの推測理論 

 増田弘毅（九州大学） 

(9)スパース正則化による統計的推測 

 藤澤洋徳（統計数理研究所） 

(10)法・裁判と統計 

 石黒真木夫（統計数理研究所名誉教授） 

(11)スポーツにおけるビッグデータの活用 

 酒折文武（中央大学） 

(12)スポーツ統計科学の方法論 

 竹内光悦（実践女子大学） 

(13)金融リスク管理における統計的方法 

 塚原英敦（成城大学） 

(14)計算機統計学による大規模医療・生態系データ

解析 
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 石橋雄一（スタットラボ）・石岡文生（岡山大学） 

(15)統計科学と保険 

 小暮厚之（慶應義塾大学）・田中周二（日本大学） 

(16)GLSの理論的研究の魅力と実証的有効性 

 倉田博史（東京大学） 

(17)データ中心政策科学の実践と展開 

 北川源四郎（情報・システム研究機構）・椿広計

（統計数理研究所） 

(18)公的統計におけるオープンデータ化の取組 

 坂下信之（統計センター） 

(19)ビッデータ/オープンデータ利活用人材育成に向

けた統計教育の推進と質保証 

 藤井良宜（宮崎大学）・竹内光悦（実践女子大

学）・渡辺美智子（慶應義塾大学） 

(20)統計教育大学間連携ネットワーク（JINSE）の

取り組み状況と今後 

 美添泰人（青山学院大学） 

(21)スポーツビジネスの計量分析：プレーヤーとフ

ァンの相互作用を探る 

水野誠（明治大学） 

 

5．チュートリアルセッションのご案内 

 下記の 2 つのテーマでチュートリアルセッション

を開催します．2 つの会場で並行して開催しますの

で，どちらかをお選び下さい．参加費については「7．

参加申し込みと大会参加費」をご覧下さい． 

日時：2014年9月13日（土）13:00～16:00 

場所：東京大学本郷キャンパス経済学研究科棟 

テーマ 1：公的統計の二次的利用－利用申請手続き

を中心に  

講演者：小林良行（元総務省統計研修所）・ 

中村英昭（総務省） 

時間：13:00～16:00（3時間） 

開催趣旨：現行の統計法（平成 21 年 4 月に全面施

行）では，行政機関等が作成する統計（公的統計）

は社会の情報基盤であるとの認識の下，学術研究等

での利用について一定の要件を満たすと認められる

場合に，一般からの委託に応じて既存の調査票情報

から新たな集計表を作成・提供（オーダーメード集

計）したり， 匿名性を確保した調査票情報（匿名デ

ータ）を提供したり，調査票情報自体を提供したり

する制度が定められている． 

 本チュートリアルの前半では，公的統計の二次的

利用とは何か，誰が利用できるのか，利用するには

どのような手続きが必要かといった点について概説

するとともに，二次的利用の申請書類とその書き方

についても例を交えて解説する． 

 また，後半では，我が国と対比しつつ，諸外国の

政府統計機関が提供している様々な二次的利用形態

の先進的な事例を紹介する． 

テーマ 2：マッチングと統計解析 

講演者：岩崎学（成蹊大学） 

時間：13:00～16:00（3時間） 

開催趣旨：医学，疫学や経済学，社会学など様々な

分野における群間比較では，比較の妥当性の担保や

比較効率の向上などの目的で，マッチングが行なわ

れることが多い．特に，疫学におけるケース・コン

トロール研究では，欠かせない道具となっている． 

 本セミナーでは，統計的因果推論の立場から，マ

ッチングに関わる様々な問題を最新の研究成果を交

えながらなるべく平易に解説する．具体的には，マ

ッチングの目指すもの，種々のマッチング法，マッ

チング結果の評価，得られたデータの解析法（独立

な場合との比較），種々の注意点などを取り上げる．

近年，日本でも応用が広がっている傾向スコアマッ

チング (propensity-score matching) については，

やや詳しく述べる予定である． 

 生物統計学，経済学，社会学などにおけるデータ

解析に興味を持たれ，マッチングに対する知識の整

理をしたい方々の参加をお待ちしています． 

 

6．市民講演会のご案内 

 下記の 2 つのテーマで市民講演会を開催いたしま

す．参加費は無料です． 

日時：2014年9月13日（土）16：30～18:00 

場所：東京大学本郷キャンパス経済学研究科棟地下

1階第1教室 

テーマ 1：統計からみた保険の仕組み 

講演者：杉田 健（三井住友信託銀行） 

時間：16:30～17:15（45分） 

概要：本講演では，リスクに対処するための効果的

な仕組みである「保険」について，統計の観点から

図を多く用いて解説します． 

 保険は不確実な事象に対処する手段として今や企

業活動や日常生活に欠かせないものとなっています．

例えば，2011 年10月にタイで発生した洪水で，日

本から進出している企業の工場は大きな被害を受け

ましたが，多くの損失が保険で補填されました．個
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人にとっても自動車事故・火災・疾病・死亡等に対

する備えとして保険は多く活用されています．また

年金は老後の安心のために欠かせないものとなって

いますが，これは生存に対する，すなわち老後収入

がなくて生活に困ることに対する保険といえます． 

 保険にとって統計は重要な役割を担っています．

リスクに対する保険料について当初は粗い計算が行

われていましたが，統計の活用により精密な計算が

できるようになったからです．貢献が大きいのはハ

レー彗星で有名な英国の科学者エドモンド・ハレー

です．ハレーは 1693 年の論文で，ハプスブルク帝

国のブレスラウ（現在ではポーランド西部のヴロツ

ワフ）の住民の死亡記録に基づいた死亡年齢の統計

分析に基づき，終身年金保険購入者の年齢に応じた

適切な年金の保険料（掛金）を算定しました．本講

演では保険の仕組みを，統計との関係を踏まえて解

説するものです． 

テーマ 2：漱石の目指した統計科学 

講 演 者：椿 広計（統計数理研究所） 

時間：17:15～18:00（45分） 

概要： ロンドン留学時代夏目金之助は，一時同宿

となる化学者池田菊苗（味の素の発明者）との一連

の科学論議に大いに感化された．池田帰国後 1901

年 9 月，近代統計科学創生の書として著名な Karl 

Pearsonの「科学の文法第2 版」を購入する．これ

を批判的態度で一気に読み進めるとともに大きな共

感を覚える．この後，文学評論を統計科学とする10

年計画を立て，科学の文法に即した態度，彼の言う

「自己本位」の姿勢で英文学の研究を開始する．実

際，夏目留学時の大学ノート，帰国後東京大学で行

った講義「文学評論」，並びに文学論の序の草稿は，

Pearson の影響を色濃く残している．本講演は，夏

目の留学を遡る明治維新直前のロンドンの中学校で

のPearsonと菊池大麓（数学者，後に文部大臣）と

の出会いからスタートし，Pearson とその周辺が科

学の文法を確立した活動，夏目が科学の文法に出会

い，それに基づく文学評論研究を志向すると同時に，

科学の文法を乗り越えようとした思い，更に漱石の

研究に対する先人たちの評価までの範囲を叙述した

い．また，夏目や弟子の寺田寅彦の残した言葉を通

じて，Pearson が構想した統計科学がどのようなも

ので，どのような考え方として解釈されたかも紹介

する．  

 

7．参加申し込みと大会参加費 

 当日受け付けの混雑を緩和するため，ウェブペー

ジからの事前申し込みにご協力下さい．受け付け期

間については「１．大会日程，開催場所，各種受け

付け期間」を参照して下さい．事前申し込みの場合，

参加費が大幅に割引になりますのでぜひご利用下さ

い． 

大会参加費（報告集代を含む） 

 事前申込   当日受付 

会員（共催6学会の会員） 7,000円 10,000円 

学生（会員・非会員を問わず） 3,000円 8,000円 

学生以外の非会員 13,000円 17,000円 

 

チュートリアルセッション参加費（資料代を含む） 

 事前申込   当日受付 

会員（共催6学会の会員） 3,000円 4,000円 

学生（会員・非会員を問わず） 2,000円 4,000円 

学生以外の非会員 6,000円 8,000円 

 

懇親会参加費 

 事前申込   当日受付 

一般（会員・非会員を問わず） 5,000円 6,000円 

学生（会員・非会員を問わず） 3,000円 4,000円 

 

【注意】 

(1)これまでの大会と同様に，事前申し込みのキャン

セルと変更は認めません．大会に参加されなかった

場合，報告集などの資料を後日送付いたします． 

(2)講演申し込みをされた方も参加申し込みの手続

きが必要です. 

(3)市民講演会は無料です． 

(4)共催6学会の会員以外の方が，企画セッションや

特別セッションでオーガナイザーから依頼されて講

演される場合，大会参加費は無料となります． 

 

8．宿泊・アクセス案内 

今大会では宿泊の斡旋はいたしません．大会会場

となります東京大学本郷キャンパスへは， 地下鉄丸

ノ内線の場合，本郷三丁目駅（東京駅から 7 分，池

袋駅から9分）下車，徒歩約8分， 都営地下鉄大江

戸線の場合，本郷三丁目駅（新宿西口駅から14分，

上野御徒町駅から2分）下車，徒歩約5分，です． 
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運営委員会より 

運営委員会委員長 大森 拓哉（多摩大学） 

 

平成26年度研究部会の採択結果 

平成26年度研究部会として，以下の研究部会 

（新規1 件，継続1 件）が採択されました． 

 

＜研究グループ＞（継続） 

非対称データの解析（2013 年度～2014 年度） 

代表：千野 直仁（愛知学院大学） 

連絡先：千野 直仁 

E-mail: chino@dpc.agu.ac.jp 

 

＜地域部会＞（新規） 

行動計量学会岡山地域部会（2014年度～2017年

度） 

代表：黒田 正博（岡山理科大学） 

連絡先：黒田 正博 

E-mail: kuroda@soci.ous.ac.jp 

 

 

2013年度研究部会活動報告 

行動計量学岡山地域部会 

行動計量学岡山地域部会 代表 山田 剛史 

 本部会は，岡山県およびその近隣地域の行動計

量学に関する研究と研究者間の人的交流を積極的

に行うべく，2002 年度から2009 年度にかけて，

日本行動計量学会から活動経費の助成を受けた行

動計量学 岡山地域部会の継続である．本年度は，

第 3 期の 4 年目であり，全体としては 12 年目で

ある本年度も，次に報告するように計5回の研究

会（第47回～第51回）を開催した．研究会はす

べて岡山統計研究会，岡山理科大学地域分析研究

会との共催とした． 

 第 47 回（2013 年 4 月 13 日（土），「データの

集約とシンボリックデータ解析」）は，中野純司先

生（統計数理研究所）にコーディネートしていた

だき，シンボリックデータ解析をテーマとする研

究会を開催した．中野純司先生からは，「集約的シ

ンボリックデータの主成分分析」という題目でご

講演をいただいた．また，清水信夫先生（統計数

理研究所）からは，「集約的シンボリックデータの

クラスター分析」という題目でご講演をいただい

た．総合討論ではフロアも交えて活発な議論がな

された． 

 第48回（2013年7月6日（土），「研究で利用

できるデータ分析と統計的検定−検定力分析の実

践を通して−」）は，杉澤武俊先生（新潟大学）を

お招きして「検定力分析」について，ご講演をい

ただいた．統計的分析に関わる理論的話題，実践

的話題と充実した講演内容で，20名ほどの参加者

からも満足の声が聞かれた． 

 第 49 回（2014 年 2 月 15 日（土），「企業構造

層化の分析−層化の効果と境界値の設定−」）は，独

立行政法人統計センターの伊藤孝之先生と白川清

美先生を講演者としてお招きして，経済調査で生

じる外れ値の検出および企業の構造化分析を経理

項目の観点からおこなうための手法に関する話題，

さらに統計センターで提供されるデータの利用に

関するご講演をいただいた．その後，フロアを交

えて総合討論が行われ，活発な意見交換がなされ

た． 

 第50回（2014年2月23日（日），「『資料の活

用』・『データの分析』で育成する統計的問題解決

力」）は，理数系教員授業力向上研修会（岡山）と

して，統計教育に関する研究会を開催した．渡辺

美智子先生（慶応義塾大学）にコーディネートし

ていただき，問題解決に必要な統計思考力・統計

活用力とはどのようなものか，また，その能力の

習得のためにはどのような教育方法が必要か，国

内外の統計教育の流れや現場での教員の取り組み

などから，「資料の活用」・「データの分析」で育成

する「統計的問題解決力」を考える機会として企

画した． 

 長尾篤志先生（文部科学省初等中等教育局視学

官）からは，「学習指導要領と統計教育」という題

目でご講演をいただいた．青山和裕先生（愛知教

育大学）からは，「新課程における統計教育のため

のセンサス＠スクールサイトの活用と統計教育の

系統性について」というテーマで，松元新一郎先

生（静岡大学）からは，「統計教育の国際的展開と
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日本での授業実践事例」−新学習指導要領への対

応−」というテーマで，国内外の統計教育の現状

についてお話を頂戴した．岩崎学先生（成蹊大学）

には，「グローバル化と統計教育」という題目でご

講演いただいた．佐藤寿仁先生（岩手大学教育学

部附属中学校）には「“資料の活用”における自ら

判断し，表現する力の育成に関する教材開発」と

いう題目で，橋本三嗣先生（広島大学附属中・高

等学校）には「高校数学における統計分野の授業

実践事例」−教材や活動の工夫と授業の実際−」と

いう題目で，「中学校・高等学校での授業実践例」

を紹介していただいた．柳沢文敬先生（株式会社

ベネッセコーポレーション）には「社会で求めら

れる力としてのデータに基づいて考える力」，垂水

共之先生（中国学園大学）には「大学入試と高大

接続」，渡辺美智子先生（慶応義塾大学）には「21

世紀型スキルと統計的問題解決力育成−中学・高

校における統計グラフコンクール活用を通して

−」という題目の講演をいただいた．総勢 9 名に

及ぶご講演をもとに，フロアとも活発な議論がな

された． 

第 51 回（2014 年 3 月 15 日（土），「データの

分析手法とその応用」）では，若手を育てることを

目的に，院生を中心とした学生セッションを設け，

学生6名の発表に対して，優秀賞1名とプレゼン

賞 1 名を表彰した．また，全体レクチャーでは，

佐藤美佳先生（筑波大学）にご講演をお願いした． 

岡山地域部会の Web ページは，http://mo161. 

soci.ous.ac.jp/ bsj_okayama/で，研究会の予定な

どを公開している． 

代表連絡先： 

岡山大学 大学院教育学研究科 山田 剛史 

〒700-8530 岡山市北区津島中3-1-1 

電話： 086-251-771 

E-mail：tyamada@okayama-u.ac.jp 

 

非対称データの解析研究部会 

非対称データの解析研究部会 代表 千野直仁 

 「非対称データの解析」研究部会は，昨年5月

中旬に認可されて以来，現在までに以下の活動を

行いました： 

（1）平成25年5月21日 愛知学院大学ネット

ワークセンターのサーバ上に「非対称データ

の解析研究部会」のメーリングリスト立ち上

げ 

（2）平成25年8月12日 愛知学院大学ネット

ワークセンターのサーバ上に同部会のホー

ムページを開設 

（3）平成25 年9月6日 日本行動計量学会第

41回大会の最終日に特別セッション「非対

称データの解析（1），及び（2）」を開催． 

なお，両セッション共にオーガナイザーは，

岡太彬訓氏（多摩大学）及び千野（愛知学院

大）で，同（1）は司会を岡太氏が担当し，

5件6名による発表がなされた．また，同（2）

は司会を千野が担当し，6件13名による発

表がなされた． 

（4）平成26年2月15，16日 統計数理研究所

による文部科学省委託事業としての数学協

働プログラム平成２５年度ワークショップ

「人間行動への数理の応用による課題解決」

研究集会を開催した．この研究集会は，日本

行動計量学会主催で，西里静彦先生（トロン

ト大名誉教授）の基調講演をはじめ，数理科

学領域の研究者4名と行動計量学会会員（非

対称研究部会のメンバー4名とそれ以外の

日本行動計量学会のメンバー2名）が発表を

行った．なお，運営責任者は千野，事務担当

者は横山暁（帝京大）であり，共に「非対称

データの解析」研究部会のメンバーである．

また，参加者は延べ60名強であった． 

（5）現在，「行動計量学」特集号（来年3月刊行

予定）として，（4）のワークショップの特

集を企画中である．なお，こちらは既に昨年

9月の日本行動計量学会和文誌編集委員会

で了承を得たものである． 

代表連絡先： 

愛知学院大学 千野 直仁 

E-mail: chino@dpc.agu.ac.jp 
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第16回 春の合宿セミナーの開催報告 

横山暁（帝京大学）・大森拓哉 （多摩大学） 

第 16 回春の合宿セミナーを，2014 年 3 月 13

日，14日の両日に，帝京大学八王子キャンパスに

おいて開催した．具体的なプログラムは以下の通

りであった． 

第1日目（3月13日） 

10:00～ 開会・オリエンテーション 

開会後～12:30 

【全体講演】欠測データ解析から統計的因果推論

へ：近年の動向とガイドライン 

星野崇宏先生（名古屋大学） 

13:30～17:00 

・Mplusによる構造方程式モデリング入門 

清水裕士先生（広島大学） 

・R入門 橋本貴充先生（大学入試センター） 

 

第2日目（3月14日） 

10:00～12:00，13:00～16:30 

・Stanによる新しいマルコフ連鎖モンテカルロ法  

岡田謙介先生（専修大学） 

・ベイジアンネットワーク入門 

本村陽一先生（産業技術総合研究所）・石田和

宏先生（株式会社 NTTデータ数理システム） 

・マルチレベルモデリング入門 

杉澤武俊先生（新潟大学） 

 

 

星野崇宏先生の全体講演「欠測データ解析から統

計的因果推論へ：近年の動向とガイドライン」 

撮影 芳賀麻誉美会員 

 

今回の参加者は101名であり，その内訳は，会

員 28 名，準会員 3 名，賛助会員 2 名，非会員一

般39名，非会員学生29名であった．東京での開

催ではあったが平日に開催したことが影響してか，

参加者数は昨年より減少する形になったものの，

その分，講師との距離が近く，内容の濃いセミナ

ーであったように感じられた．今回の開催も合宿

形式ではなかったため，1 日目のセミナー終了後

に懇親会を開催した．午後のコースを担当された

清水先生，橋本先生に加え，翌日のコースの担当

の岡田先生も参加いただいたこともあり，多くの

方に懇親の機会が提供できたように思う． 

 

 

 

 

第16回春の合宿セミナーに参加して 

小杉考司（山口大学） 

早いものでもう 16 回を数えるこのセミナーで

すが，私が最初に参加したのは第2回で，その後

もできるだけ参加するようにしています．心理学

の学生を前に統計の教鞭をとる身ではありますが，

そうした「大人」になってから学び直す機会がも

らえることは，本当にありがたいことです． 

合宿セミナーは例年，入門から発展まで複数の

コースが立っていますから，自分の興味関心と習

熟度に合わせて受講できるのがメリットです．今

回私は全体講演「欠測データ解析から統計的因果

推論へ：近年の動向とガイドライン」と「Mplus

による構造方程式モデリング入門」，「Stanによる

新しいマルコフ連鎖モンテカルロ法」を受講しま

した．他のコースも大変魅力的ではあったのです

が，体がひとつしかないので，苦渋の選択でした．
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星野先生の欠測データ解析についてのご講話は大

変わかりやすく，かつ全米研究評議会の勧告の紹

介を交えて今後の方向性が伝えられ，大変勉強に

なりました．清水先生によるMplusの紹介は，柔

軟なモデリングが可能な統計ソフトウェアのチュ

ートリアルで，参加者からは導入の方法から具体

的なコードの書き方まで様々な質疑のやりとりが

ありました．岡田先生による Stan の使い方のお

話は，ベイズ統計学の考え方から始まって Stan

コードの書き方，事後予測チェックというモデル

評価の考え方まで，一日かけてたっぷり勉強させ

ていただき，刺激的で幸せな時間を過ごさせてい

ただきました． 

夜の懇親会は理事長の素敵な演出もあり，多く

の人と楽しく交流を持つことができました．これ

もまた，今後につながるよい機会でした． 

美しい施設で大変快適に過ごさせていただき，

ご準備くださったスタッフ皆様には心より感謝申

し上げます．行動計量学会には今後もぜひ，この

セミナー開催を継続していただきたいと願ってい

ます． 

 

 

 

 

第98回行動計量シンポジウム レポート 

西尾義英（シナジーマーケティング株式 

会社）・本村陽一（産業技術総合研究所）

シンポジウムについて 

3月21日，産業技術総合研究所臨海副都心セン

ターにて，日本行動計量学会と独立法人 産業技術

総合研究所の共催による第 98 回行動計量シンポ

ジウム「ビッグデータからの価値創出～『グロー

ス戦略』を実現する共有・共創・協働のプラット

フォーム～」が開催されました． 

年度末かつ3連休の初日という日程にも関わら

ず，Webによる事前の参加申込みが想定以上に伸

びたため，開催前に申込みを締め切る事にしまし

たが，結果的に定員の80名を上回る94名のご来

場がありました．シンポジウムでは研究者や企業

のマーケティング実務者など幅広い参加者により，

各セッションで熱心な議論が行われました．「ビッ

グデータからの価値創出」というテーマに対する

参加者の関心の強さが伺えます．以下当日のプロ

グラムに沿って概略をご紹介します． 

 

プログラムについて 

【講演1】 

まず，東北大学の石垣司先生より「成長を実現

するためのビッグデータからの確率的潜在意味解

析と構造的モデリング」というタイトルでチュー

トリアル講演をしていただきました．講演では，

グロースハックにおけるデータ活用と，PLSAや

ベイジアンネットワークについて紹介されました．

先生は，持続的な成長のために重要なことは表面

上のデータ分析ではなく，データ活用のPDCAの

仕組を作ること，そしてこれをWebだけでなく

リアルでも実現することが課題であると結論され

ていました． 
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【講演2】 

次に，横浜国立大学の本橋永至先生より「デジ

タルマーケティングにおける戦略的データ活用」

と題して講演いただきました．先生はマーケティ

ングにおける分析がビッグデータによってどう変

化しているかを，意志決定の頻度とタイミング，

データの質，統計技術という視点で整理し，まと

めでは「ビッグデータ時代のマーケティングでは，

ROI の測定（診断）と IT を駆使したコミュニケ

ーション（処方）を的確に実行することが重要で

あり，そのための鍵がデータからの情報抽出技術

（レンズ）である」と述べられました． 

 

 

 

【講演3】 

産総研の本村陽一先生からは，「新たなデータ

活用プラットフォームにより実現する共有・共

創・協働する社会に向けて」と題した講演があり

ました．今や価値のある情報は生活現場にあり，

それは容易に入手出来ないため，サービス提供者 

 

 

と受益者が共創・協働していくことが重要だと指

摘され，その事例を紹介下さいました．一方でこ

うした事例はスケールしにくいため，データや知

識を組織間で共有することが不可欠であると述べ

られ，そのためのプラットフォームづくりを呼び

かけておられました． 

 

【パネルセッション】 

本村先生の講演に続いてトークセッション「成

長，イノベーション，地域活性化のためのデータ

活用：ビッグデータに何を足し，何を引き出す

か？」が行われました．パネラーには講演の先生

方に加え，実業界から株式会社エルネット 越野氏，

株式会社シグマクシス 松岡氏，シナジーマーケテ

ィング株式会社 谷田が登壇し，さらには聴衆から

の質問も活発で，今後への問題提起を会場全体に

呼びかけるものとなりました． 

議論のポイントを抜粋すると「ビッグデータ分

析は細部の改善ではなく経営レベルの意志決定に

貢献できるか」「データを活用した結果としての新

旧システムの対立を避けるにはどうすればよい

か」「地域活性化におけるKPI をどう設定すべき

か」などビッグデータ活用の最前線を知る参加者

ならではの具体的な内容となりました．今やビッ

グデータに対する分析技術にとどまらず，ビッグ

データを活用することの本質的意義やポテンシャ

ルの大きさ，それを具現化するために必要となる

体制づくりや取り組み方，運用方法についての方

策が求められていると感じます． 

それを受けた回答や提案として，「どういう目

的で何を変えるかという『ストーリー』や『シナ

リオ』を持ってデータ分析にあたるべきである」

「新しい取り組みはスモールスタートさせ，並立

しながらグロースによって旧システムを逆転する

と良い」「ある現象のスナップショットではなくそ

の『ダイナミクス』や『プロセス』を捉えること

が重要である」「購買履歴など，行動の『結果』を

表わすデータだけでなく，その『要因』となる意

識や背景に関するデータを融合した分析が不可欠

である」といった具体的な提言がなされました．

こうした本質的議論を継続することの重要性が共
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有され，次回，5/16には同じ産総研臨海副都心セ

ンターにおいて産総研サービス工学コンソーシア

ム内の研究会として活動を継続していくことが発

表されました． 

 

 

 

【ポスター・パネル展示】 

講演会場の隣には企業や研究所など 11 組織か

らのべ 20 件，研究発表や製品展示を行うブース

を設けました．講演の合間に多くの来場者が訪れ，

各ブースの説明に耳を傾け質問を行う姿が数多く

見られました． 

 

 

 

【懇親会】 

プログラムの最後には会場のロビーにて有志

による懇親会が開かれました．60名ほどの方が引

き続き参加し，講演や展示内容についての議論が

行われました．乾杯の挨拶は日本行動計量学会よ

り理事の多摩大学 大森 拓哉先生にしていただき

ました．先生からは「大変な盛会でうれしい．こ

のシンポジウムに行動計量学会員は少なかったよ

うだが，行動計量というのは人間の行動に関する

科学で幅広く応用でき，有意義な学会だと思うの

で，興味のある方は是非入会，あるいは各地のセ

ミナーなどに足を運んでいただきたい」との挨拶

がありました．最後の挨拶は本村先生からで，今

回の勢いを是非今後につなげていきたいと締めく

くっておられました． 
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広報委員会からのお知らせ 

広報委員会委員長 松本 渉（関西大学） 

 

連絡先などの更新のお願い 

新年度を迎え，所属機関や自宅の連絡先に変更

があった方はデータの更新をお願いします． 

 

データの更新の方法 

1．学会のマイページでIDとパスワードを入力

してログイン 

 https://www.bunken.org/bsj/mypage/logins/login 

2．登録内容の確認・変更をクリック 

3．所属機関や自宅の連絡先に変更がありまし

たら，該当箇所を変更して下さい． 

4．最下部に，学会からの連絡先，メールニュ

ース配信先を指定する欄もありますので，確認

して下さい． 

 また，ご希望に応じて変更して下さい． 

5．右下の[確認画面へ]をクリックすると，登録

内容の確認画面へ移動します． 

6．登録確認画面の右下の[上記内容で登録]をク

リックすると，登録内容が更新されます． 

7．最後に，[日本行動計量学会会員登録内容変

更のお知らせ]のメールが事務局から届いて完

了です． 

（注意）ログインできないなど，ご不明な点が

ある場合には，下記の会員業務担当まで問い合

わせて下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 

担当：岸 

E-mail: bsj-post(atmark)bunken.co.jp 

（メールを送る際には，(atmark) を @ として

下さい） 

Tel.03-5389-6209 

Fax.03-3368-2822 

 

以上，よろしくお願い申し上げます． 

 

 

登録アドレス確認のお願い 

メールニュースに登録されている受信アドレ

スのうち100近くで未着エラーが起きています． 

もし，最近メールニュースが届いていないとい

う場合は，マイページ内の登録が正確でない可能

性があります．その場合は，左記の「連絡先など

の更新のお願い」に記載の方法でデータの更新を

行って下さい．メールニュースの配信先について

は，下記のようなマイページの入力欄で登録内容

の確認，指定アドレスの登録・変更ができます． 

 

 

2013年度までのメールニュースの配信状況 

 メールニュースの配信状況は，下図の通りです．

月別の配信数は，増えたり減ったりしていますが，

年間配信数の合計は，年々増加しています． 

 

 

会報の同封物の取扱いのご意見を募集します 

前号（140 号）にひき続き，会報の同封物の取

扱いについてのご意見を募集しています． 

会報の広告は，以前より有料で掲載しておりま

す（ただし，学会の目的に沿う広告に限る）が，

同封物については，本学会からのお知らせや大会

のプログラム等にとどめ，それ以外のものについ

ては規定がありません． 

現在，広報委員会では，同封物の取り扱いを検

討しています．ご意見のある会員の方がおられま

したら，ご忌憚なくお寄せ頂ければ幸いです．

（配信数） 
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学会協賛イベントについて 

事務局長   菊地 賢一（東邦大学） 

 

承認日 協賛イベント 開催年月日 

2014年3

月13日 

第 30 回 ファジィ 

システム シンポ

ジウム（FSS2014） 

2014年9月 

1日～3日 

2014年3

月19日 

日本テスト学会第

12回大会 

2014 年 8 月

30日～31日 

2014年3

月27日 

第57回自動制御連

合講演会 

2014年11月

10日～12日 

2014年4

月22日 

第16回日本感性工

学会大会 

2014年9月 

4日～6日 

（2014年3月～2014年5月承認のもの） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シリーズ海外レポート⑦】  

スタンフォード大学滞在記 

 小林 哲郎 （国立情報学研究所） 

 

私は，日本学術振興会の海外特別研究員として

2012 年 2 月より 2 年間，スタンフォード大学で

在外研究を行う機会に恵まれました．今回，海外

レポートという形で会員のみなさまにご報告する

機会をいただきましたので，簡単ながら私の見聞

きしてきたことをご紹介できればと思います．今

号では主に研究の面から感じたことを書き，次号

には生活一般について書いてみたいと思います． 

 

学際的なコミュニケーション学部 

 私の滞在先はスタンフォード大学のコミュニケ

ーション学部であり，受入研究者は Shanto 

Iyengar教授でした．Iyengar教授は1980年代か

ら実験的手法を用いた先駆的なメディア効果研究

を行っておられ，その成果はメディアのプライミ

ング効果やフレーミング効果として日本でもよく

知られています．私は Iyengar教授が率いる政治

コミュニケーション研究室に所属していたのです

が，Iyengar教授は政治学部にも所属しておられ，

2 つあるオフィスを行き来しておられました．コ

ミュニケーション学部は非常に学際性が高く，多

くの教員が他学部にも所属しています．たとえば

American National Election Surveyの共同PIを

務めていたことでも知られる Jon Krosnick 教授

はコミュニケーション学部だけでなく，心理学部

と政治学部にも所属されていました．他にもコン

ピューターサイエンス学部の教員を兼任されてい

る先生もいました．また，コミュニケーション学

部ではジャーナリズム研究が盛んで，Knight 

Journalism Fellowships などの大型プロジェク

トも活発に活動しています．コミュニケーション

学部の建物はキャンパス中央部のMain Quadの

中にあり，社会学部と同じ Hall にあります．社

会学部には日本でもよく知られた Mark 

Granovetter などの著名な研究者が所属していま

す． 

 こうした学際性の高さを生かし，コミュニケー
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ション学部では活発にセミナーやワークショップ

が開かれており，大変勉強になりました．博士論

文のディフェンドだけでなく，短期・長期を問わ

ずスタンフォードを訪れる多くの研究者が次々に

セミナーで発表し，活発な議論や情報交換が行わ

れています．特に，Job Interview の一環として

のセミナー発表の数が多く，Assistant Professor

レベルの若手の発表が多かったことが印象的です．

特筆すべきは，多くの場合こうしたセミナーには

食事と飲み物が提供されることでしょう．食事目

当てに集まってくる院生も多く，こうしたセミナ

ーが学部内での近況報告や情報交換の場としても

非常に有効に機能していました． 

 

院生指導と就職先 

 学部によってスタイルが大きく異なるようです

が，私が所属したコミュニケーション学部や政治

学部での院生指導は毎週リサーチミーティングを

開くというスタイルはあまり一般的ではなく，教

員と院生のマンツーマン的な指導が主流であるよ

うに感じました．教員の研究プロジェクトごとに

院生を参加させ，必要な時にオフィスで打ち合わ

せをするというスタイルです．所属する院生が一

堂に会するラボミーティングはせいぜい月1回程

度でした．ただし，コンピューターサイエンス学

部などでは毎週末ラボでバーベキューをするとこ

ろもあるようで，学部によってずいぶん違うよう

です． 

政治学部では院生が自主的にリサーチミーティ

ングを開催しており，互いの研究計画や分析をブ

ラッシュアップする場として活用していました．

また，そもそも院生は一人の指導教員から指導を

受けるというよりは，複数の教員のプロジェクト

に参加している場合も多く，主任指導教員と副指

導教員といった制度はかなりゆるいものであるよ

うです．コミュニケーション学部の院生でも政治

学部の教員と共同研究を行って論文を書くといっ

たことは一般的に行われています． 

 前述のようにコミュニケーション学部は非常に

学際性が高いため，政治コミュニケーション研究

室の院生も副専攻としてコンピューターサイエン

スや統計を勉強している学生がかなりの数いまし

た．アメリカの大学就職状況もリーマンショック

以降まだ立ち直っていないようで，博士号を取っ

たばかりの若手が応募できるポジションそのもの

がまだ少ないそうです．一方，スタンフォード大

学周辺のシリコンバレーではグーグルやフェイス

ブックといった巨大 IT 企業だけでなく多くのス

タートアップ企業がデータサイエンティストを募

集しており，博士号を取った後に大学の職ではな

くこうした企業に就職する場合も多いようです． 

 実際，Iyengar 教授の指導の下で最近博士号を

取った私の友人は，在学中からフェイスブックで

データサイエンティストとしてインターンをして

いましたが，博士号取得後はそのままフェイスブ

ックに就職してしまいまいた．新任の Assistant 

Professor の給料よりもはるかに給料もよく，大

学研究者がアクセスできないようなデータを扱え

るという点が非常に魅力的なようです．フェイス

ブックのデータサイエンティストチームは全米か

ら優秀な院生をインターンとして集めており，彼

らはそこで行った研究を博士論文の一部にしたり

しています．プログラミングと統計のスキルに長

けた社会科学系の院生に対するニーズは特にシリ

コンバレー周辺では強いようです． 

 

印象に残った講義 

 滞在中は聴講の許可を取っていくつかの講義も

取りました．聴講したのは主に政治コミュニケー

ションに関連するものと，統計や実験など方法論

に関するものでした．特に印象に残ったのは実験

のクラスで，これは政治学部で開講されているも

のでした．講師は私のホストである Shanto 

Iyengar教授と政治学部のSimon Jackman教授

でした．実験のデザインなどについては Iyengar

教授が，データの解析方法については Jackman

教授が教えるという二人三脚スタイルの講義で，

研究倫理や IRB での審査プロセスについての詳

しい解説もあり，非常に実践的なものでした．受

講者も政治学部の院生に限らず，社会学部，コミ

ュニケーション学部，ビジネススクールなど多岐

にわたっており，最後にはすべての受講者が自ら
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の実験デザインを発表しました．日本の大学では

心理学系の学科では実験実習がありますが，その

他の社会科学にフォーカスした実験の講義はまだ

少ないのが現状だと思います．経済学や政治学で

も方法論として実験のウェイトが高まっているこ

とを考えると，こうした講義がこれから日本でも

増えることが期待されます． 

また，2012年の夏には，スタンフォード大学で

毎年開催されている Stanford Institute of 

Political Psychologyに参加しました．これはコミ

ュニケーション学部の Jon Krosnick 教授が主宰

しているサマープログラムで，政治心理学の各領

域の専門家が約3週間にわたって1日ずつ交代で

講義をし，他の参加者とディスカッションをしな

がら理解を深めるというものです．リーディング

の量はかなり多く非常にインテンシブなコースで

すが，世界各国から集まる大学院生や若手研究者

と寝食をともにしながら勉強するのはとても楽し

いものでした．講師陣は敵対的メディア認知など

で知られる Lee Ross やオンライン処理モデルで

知られる Milton Lodge，Social Dominance 

Orientationで知られるJim Sidaniusなど錚々た

るメンバーで，政治心理学の研究者にとっては垂

涎のラインアップでした．毎年開催されているも

のなので，ぜひ日本の大学院生にも参加してほし

いと思います． 

 

在外研究を希望される若手の方へ 

 私は任期付きの職が途切れるタイミングで就職

活動の一環として海外特別研究員に応募し，運よ

く採用されました．海外特別研究員の採択率はこ

こ数年20%を超えており，極端に低いわけではあ

りません．むしろ重要なポイントとなるのは，在

外研究のタイミングがめぐってきたときに受け入

れを依頼できる海外の研究者がいるかどうかだと

思います．私の場合は過去に発表した海外の学会

で Iyengar教授と知り合い，その縁で共同研究を

していたことからスムーズに受け入れが決まりま

した．政治コミュニケーションの分野では大御所

中の大御所なので，初めてお会いしたときに話し

かけるのには勇気が要りましたが，思い切って話

しかけることで思わぬ縁が生まれることもありま

す．いつか在外研究に出たいと考えていらっしゃ

る若手の方は，ぜひ積極的に国際会議などで発表

してネットワーキングしておくことをお勧めしま

す．きっと後々生きてくるはずです． 

 

 

小林 哲郎（こばやし・てつろう） 

国立情報学研究所情報社会相関

研究系 

准教授 

東京都出身．東京大学文学部卒．同大

学院人文社会系研究科単位取得退学． 

博士（社会心理学）．政治コミュニケー

ションを中心に研究．2013年～日本行動計量学会広報委員． 
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理事会議事録 

2013年度日本行動計量学会第4回理事会議事録 

日時：2013年11月11日（月）18：00～ 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

議事進行 岡太彬訓理事長 

出席者 朝野煕彦，今泉忠，岩崎学，植野真臣，

大森拓哉（書記），岡太彬訓，菊地賢一，椎名久美

子，林文，松本渉，森裕一，星野崇宏，吉野諒三，

山岡和枝，渡辺美智子（15名） 

委任状 6名 

村上隆監事 

 

資料 

1．日本行動計量学会 2013 年度第 3 回理事会議

事録（案） 

2．2013 年度日本行動計量学会総会議事録（案） 

3．日本行動計量学会第41回大会収支報告書 

4．第 42 回（2014 年度）日本行動計量学会大会

実行委員会より（1） 

5．2013 年度総会議事次第案 

6．和文誌編集委員会報告 

7．欧文誌編集委員会報告 

8．広報委員会報告 

9．運営委員会報告 

 

議事 

 議事に先立ち，出席者数21名（理事出席15名，

委任6名）を確認し，理事会が成立したことを宣

言した． 

1．2013年度第3回理事会議事録確認および承認 

菊地事務局長より，資料1にもとづき，議事録

案が示され，承認された． 

2．2013年度総会議事録確認および承認 

菊地事務局長より，資料2にもとづき，議事録

案が示され，承認された． 

3．第41回大会 

菊地大会実行委員長より，資料 3 にもとづき，

大会参加者数332名，チュートリアル参加者数72

名，延べ404名の参加があったこと及びその収支

について報告があった． 

4．第42回大会 

菊地事務局長より，資料 4 にもとづき，第 42

回大会実行委員長の木村委員長からの準備状況が

報告された．また，森大会担当委員長より，今大

会での業務委託についての状況が報告された． 

5．各委員会報告 

・編集委員会 

林委員長・和文誌編集委員長より，資料5にも

とづき，40 巻 1 号の J-stage で公開をしたこと，

現在の投稿状況，41巻1号について，著作権移譲

についての報告があった． 

植野欧文誌編集委員長より，資料6にもとづき，

40巻2号の編集状況についての報告があった．ま

た，編集委員に橋本貴充会員が承認された． 

・運営委員会 

大森委員長より，資料 9 にもとづき，第 16 回

春の合宿セミナーについて，平成 26 年度研究部

会の募集について，第 98 回行動計量シンポジウ

ムについての報告があった． 

・広報委員会 

松本委員長より，資料7にもとづき，通常業務

について，メーリングリストの移行についての報

告があった．また，一般企業からの求人広告につ

いての取り扱いに対して提案があり，承認された． 

・事務局 

菊地事務局長より，入会の申請報告・会員種別

変更報告があり，1 名を除いて承認され，1 名に

ついては次回の承認となった．また，退会の報告

があった． 

・刊行物委員会 

柳井理事が担当していた行動計量学シリーズ

の担当を，山岡委員長が引き継ぐことが提案され，

承認された． 

6．その他 

・学会賞選考委員長 

繁桝理事を選考したが欠席のため，後日，繁桝

理事の意向を確認し，決定することとなった． 

・統計関連学会連合について 

岩崎担当理事より，理事長が交代したことが報

告された．また，資料8にもとづき，行動計量学

会からも担当委員を選出することが提案され，承
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認された． 

・横幹連について 

今泉担当理事より，各種セミナー等に参加し情

報収集中であり，来年度以降の参加については検

討することが報告された． 

・岡太理事長より，第二次学会活性化検討委員会

の発足が提案され，承認された．委員長には繁桝

算男理事が推薦され，承認された． 

 

2013年度日本行動計量学会第5回理事会議事録 

日時：2014年2月10日（月）18：00～19：30 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

議事進行 岡太彬訓理事長 

出席者 飽戸弘，朝野煕彦，今泉忠，植野真臣，

大森拓哉（書記），岡太彬訓，菊地賢一，椎名久美

子，鈴木督久，中山厚穂，橋本貴充，林文，松本

渉，森裕一，森本栄一，山岡和枝，吉野諒三（17

名） 

委任状 7名 

 

資料 

1．第42 回（2014 年度）日本行動計量学会大会

実行委員会より（２） 

2．第2次活性化委員会 第1回報告 

3．和文誌編集委員会 

4．欧文誌編集委員会資料 

5．広報委員会報告 

6．CiNii で提供するコンテンツの提供条件の変

更について 

7．運営委員会資料 

 

議事 

 議事に先立ち，出席者数24名（理事出席17名，

委任7名）を確認し，理事会が成立したことを宣

言した． 

1．第42回大会 

菊地事務局長より資料1にもとづき，大会実行

委員会の引継ぎが行われたこと，現在の準備状況

等が報告された． 

2．第二次学会活性化検討委員会 

岡太理事長より，資料2にもとづき，委員の選

出および第1回委員会報告が提示された． 

3．資料アーカイブス委員長選任 

岡太理事長より，柳井委員長の逝去に伴い，森

本副委員長を委員長に推薦し，承認された． 

4．各委員会報告 

・編集委員会 

林委員長・和文誌編集委員長より，資料3にも

とづき，41巻1号の内容，今後の予定，投稿状況

についての報告があった． 

植野欧文誌編集委員長より，資料4にもとづき，

41巻1号の現在の状況についての報告があった． 

・運営委員会 

大森委員長より，資料 7 にもとづき，第 16 回

春の合宿セミナーについて，第 98 回行動計量シ

ンポジウムについて，平成 26 年度研究部会の募

集延長についての報告があった． 

・広報委員会 

松本委員長より，資料5にもとづき，通常業務

について，メーリングリストの移行について，会

報の同封物について，広報依頼のページ開設につ

いての報告があった． 

・大会担当委員会 

森委員長より，マニュアルがほぼ完了し，引継

ぎ等していることが報告された．また，第 43 回

大会開催校の検討をしていることが報告された． 

・刊行物委員会 

 山岡委員長より，行動計量学シリーズは全8巻

で完結することが報告された． 

・事務局 

菊地事務局長より，入会の申請報告・会員種別

変更報告があり承認され，退会の報告があった．

また，資料6にもとづき，CiiNiiでの提供条件の

変更についての連絡があったことが報告され，情

報収集をすることになった．役員選挙を Web 上

で行うことについても，情報収集することが報告

された． 

5．その他 

・横幹連について 

今泉担当理事より，今年度末での退会が提案され，

承認された． 
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関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

（開催日順に掲載） 

 

☆日本言語学会第148回大会 

開催日：2014年6月7日～8日 

開催場所：法政大学 

http://www3.nacos.com/lsj/modules/documents/i

ndex.php?cat_id=30 

 

☆マーケティング・サイエンス学会第95回研究

大会 

開催日：2014年 6月21日～22日 

開催場所：関西学院大学 上ヶ原キャンパス 

http://www.jims.gr.jp/conf.php 

 

☆日本認知心理学会第12回大会 

開催日：2014年6月28日～29日 

開催場所：仙台国際センター 

https://www.sal.tohoku.ac.jp/psychology/cogpsy

2014/index.html 

 

☆XXVII International Biometric Conference 

(IBC 2014) 

開催日：2014年7月6日～11日 

開催場所：Florence, Italy 

http://www.ibs-italy.info/ 

 

☆第23回日本健康教育学会学術大会  

開催日：2014年7月12日～13日 

開催場所：札幌市教育文化会館 

 

☆第55回日本社会医学会総会  

開催日：2014年7月12日～13日 

開催場所：名古屋大学東山キャンパス IB電子情

報館 

 

☆World Congress of Sociology (WCS) 2014  

開催日：2014年7月13日～19日 

開催場所：パシフィコ横浜 

http://www.wcs2014.net/ 

http://www.isa-sociology.org/congress2014/ 

☆ISBA2014 

Twelfth World Meeting of International Society 

for Bayesian Analysis 

開催日：2014年7月14日～18日 

開催場所：Cancun, Mexico 

http://www.aapor.org/AAPOR_Annual_ 

Conference.htm#.UoIK3OKGdzQ 

 

☆第46回日本医学教育学会大会 

開催日：2014年7月18日～19日 

開催場所：和歌山県立医科大学紀三井寺キャンパ

ス 

http://www.aeplan.co.jp/jsme46/index.html 

 

☆The 20th IEA World Congress of Epidemiology 

(WCE2014) 

開催日：2014年8月17日～21日 

開催場所：Anchorage, Alaska, USA 

https://www.signup4.net/Public/ap.aspx?EID= 

201445E&OID=50 

 

☆日本看護研究学会第40回学術集会  

開催日：平成26年8月23日～24日 

開催場所：奈良県文化会館，奈良県新公会堂 

http://www.c-linkage.co.jp/jsnr40/index.html 

 

☆日本テスト学会第12回大会  

開催日：2014年8月30日～31日 

開催場所：帝京大学八王子キャンパス 

演題提出締切：2014年6月30日 

http://plaza.umin.ac.jp/jart2014/ 

 

☆第30回ファジィシステムシンポジウム

（FSS2014） 

開催日：2014年9月1日～3日 

開催場所：高知城ホール（高知市） 

 

☆第16回日本感性工学会大会  

開催日：2014年9月4日～6日 

開催場所：中央大学後楽園キャンパス 

http://www.jske.org/taikai/jske16/ 
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☆WAPOR 67th Annual Conference 

開催日：2014年9月4日～6日 

開催場所：Nice, France 

http://wapor.org/67th-annual-conference/ 

 

☆第24回日本家族社会学会大会  

開催日：2014年9月6日～7日 

開催場所：東京女子大学 

 

☆日本心理学会第７8回大会  

開催日：2014年9月10日～12日 

開催場所：同志社大学今出川キャンパス 

http://jpa2014.com/ 

 

☆第34回社会言語科学会研究大会  

開催日：2014年9月13日～14日 

開催場所：立命館アジア太平洋大学 

http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2 

 

☆2014年度統計関連学会連合大会  

開催日：2014年9月13日～16日 

開催場所：東京大学本郷キャンパス 

http://www.jfssa.jp/taikai/2014/ 

 

☆計量国語学会第58回大会  

開催日：2014年9月20日 

開催場所：東洋大学白山キャンパス 

http://www.math-ling.org 

 

☆第28回日本音声学会全国大会  

開催日：2014年9月27日～28日 

開催場所：東京農工大学小金井キャンパス 

 

☆日本語学会2014年度秋季大会  

開催日：2014年10月18日～19日 

開催場所：北海道大学 札幌キャンパス 

演題提出：2014年6月18日必着 

http://www.jpling.gr.jp/taikai/2014b/2014b_ 

guidance 

 

☆日本教育心理学会第56回総会  

開催日：2014年11月7日～9日 

開催場所：神戸国際会議場 

http://www.edupsych.jp/soukai/ 

☆第57回自動制御連合講演会  

開催日：2014年11月10日～12日 

開催場所：伊香保温泉 ホテル天坊 

演題提出締切：2014年8月11日 

http://www.sice.or.jp/~rengo57/ 

 

☆日本計算機統計学会第28回シンポジウム  

開催日：2014年11月14日～15日 

開催場所：沖縄科学技術大学院大学 

 

☆日本言語学会第149回大会  

開催日：2014年年11月15日～16日（予定） 

開催場所：愛媛大学 

 

☆第87回日本社会学会大会  

開催日：2014年年11月22日～23日 

開催場所：神戸大学 

 

☆2014 ANPOR Annual Conference 

開催日：2014年11月29日～30日 

開催場所：朱鷺メッセ 

http://anporniigata.org/ 

演題提出締切：2014年6月30日 

 

☆SCIS&ISIS2014 

Joint 7th International Conference on Soft 

Computing and Intelligent Systems and 15th 

International Symposium on Advanced 

Intelligent Systems 

開催日：2014年12月3日～6日 

開催場所：北九州国際会議場 

演題提出締切：2014年6月30日 

http://www.scis2014.org/ 
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☆The 7th International Conference of the 

ERCIM WG on Computational and Methodological 

Statistics (ERCIM 2014) 

開催日：2014年12月5日～8日 

開催場所：University of Pisa, Italy 

演題提出締切：2014年9月3日 

http://www.cmstatistics.org.ERCIM2014/index.

prp 

 

☆第31回国際心理学会 

31th International Congress of Psychology 

（ICP2016）  

開催日：2016年7月24日～29日 

開催場所：パシフィコ横浜 

演題提出締切：2014年9月 

http://www.icp2016.jp/ 

 

☆The 21th IEA World Congress of Epidemiology 

(WCE2017)  

開催日：2017年6月25日～27日 

開催場所：大宮ソニックシティ 

 

 

 

会員の著書等 

 

奥喜正・高橋

裕（著）『デー

タ解析の実

際：多次元尺

度法，因子分

析，回帰分析』，

丸善プラネッ

ト，2013 年

10月． 

 

 

 

 

 

 

 

廣瀬英雄（著）

『実例で学ぶ確

率・統計』，日本

評論社，2014

年3月． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐々木 正道（編

著）『信頼感の国

際比較研究』，中

央大学社会科学

研究所研究叢書，

2014年3月． 

 

 

 

 

 

 

 

 

N. I. Dryakhlov, 

A. Ishikawa, A. B. 

Kupreychenko, 

M. Sasaki, Zh. T. 

Toshchenko, V. D. 

Shadrikov (Eds). 

Trust in Society, 

Business and 

Organization, 

National 

Research 

University 

“Higher School of 

Economics”, October, 2013. 
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学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿して下さい．お待ちしております． 

 

和文誌：「行動計量学」 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 

アカデミーセンター 日本行動計量学会  

林 文 和文誌編集委員長 宛 

E-mail: jbehaviormetrics@gmail.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY  

(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注）XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

〒182-8585 東京都調布市調布ヶ丘1-5-1 

電気通信大学大学院情報システム学研究科 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

E-mail: ueno@ai.is.uec.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY  

(JOI) DN/JST.JSTAGE/bhmk/XX.YY 

注）XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

 

既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きにつ

いて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974年）

に遡って電子化し，JSTで運用している電子アー

カイブサイトJ-STAGE（Journal＠rchive）にて

全文公開（無償での公開）しております．電子ア

ーカイブ化・公開には，創刊号からの掲載論文の

著作権行使（全文電子公開）の同意を論文著者か

ら得る必要があります．1999年の総会以降刊行さ

れた論文については，著作権は日本行動計量学会

に帰属するよう規定が明確に定められましたが，

それ以前に掲載された記事等の著作権は，明確に

定められておりませんでした．電子化し公開する

に当たっては，各論文の著者全員に，本学会への

著作権委譲についての文面をお送りし，多くの著

者のご了解をいただきました．現在までにお返事

をいただいていない著者の論文は，本来は著者か

らの権利委譲を待つべきですが，「行動計量学」

「Behaviormetrika」それぞれ全体の研究上の利

便性，研究者の利用の便宜等を考えて，すでに電

子化公開しております．著作権委譲についてお返

事をいただいていない著者で，電子化し公開する

ことが不都合とお考えの方は，和文誌，欧文誌そ

れぞれの編集委員会までご連絡下さるようお願い

いたします．公開を中止するなど，学会として誠

意をもって対応いたします． 

なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB

ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 

に掲載されていますのでご参照下さい． 
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ご連絡 

 

日本行動計量学会会員数 (2014年5月13日現在) 

正会員       ： 772名 （海外7含む） 

準会員       ： 44名  

名誉会員      ： 14名  

賛助会員      ： 20社  

シニア会員     ： 28名  

計         ： 878名  

 

学会誌等寄贈先 ： 

 

8件 

 

 

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801  

東京都新宿区山吹町358-5 アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 

Fax. 03-3368-2822 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイペー

ジにログインして作業を行って下さい．よろしく

お願いします． 

（注意）2013年12月中旬より配信システムが変

更されています． 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会Webページへの「会員のみなさまへ」の会

報の「最新版」，「バックナンバー」および「過去

のメーリングリストアーカイブ」（過去のメールニ

ュース）のページにアクセスする際には，以下の

ユーザー名とパスワードの入力が必要となります． 

ユーザー名：bsj   

パスワード：1973 

 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じて会報やメール

ニュースの記事としての掲載および学会ホームペ

ージからのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるかどうかにかかわらず，また求人広
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告かどうかにかかわらず，お引き受けしています．

後述する方法で申し込んで下さい． 

 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄への出稿（有料）に出稿される広

告は，以下で受け付けています．ただし，広告は，

学会の目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801  

東京都新宿区山吹町358-5 アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 

Fax. 03-3368-2822 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された著

書（会報発行日に出版後2年を経過しないもの）

や，会員に関係があると思われるシンポジウム，

セミナー，公募情報（賛助会員企業の求人情報も

含む）などの情報を含め，会員の皆様から原稿を

募集しております．広報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011年度から，

日本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」が

創設されました．出版賞では，会員の過去3 年程

度に刊行された優れた図書の著者・訳者が対象と

なっています．本会報の「会員の著書等」の紹介

コーナーは，会員の方々が著書等を出版されたこ

とをアピールできる数少ない機会であると思いま

すので，優れた書籍の推薦や情報の提供などをお

寄せいただけますようお願いいたします．なお，

会員の方がご自身で出版された著書についてご連

絡いただく際には，書誌情報とともに（出版社か

ら入手した）書影を後日お送りいただきますので，

ご準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号142号の場合には7月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載することが

可能です．それ以降に届いたものにつきましては，

内容を判断した上で，次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申しあげます． 

不明な点などございましたら，広報依頼の受付

よりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

 

編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様におかれましては，

紙面を借りて，お礼申し上げます．お忙しいとこ

ろ，ありがとうございました．今後も，これまで

と同様に皆様からのご意見をお伺いしながら，皆

様のお役に立てるような魅力ある充実した会報と

なるように努めていきたいと考えております．ご

意見，ご要望，その他会報に掲載すべきと思われ

る情報などございましたら，ご連絡下さいますよ

うお願い申し上げます． 

（なかやま あつほ，中山 厚穂） 

 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：松本渉 

会報作成担当：中山厚穂・阿部貴人・上野雄史・ 

江口幸治・木村邦博・城川美佳・ 

鄭躍軍・朴堯星・星野崇宏・ 

山田剛史 

相談役：森裕一 
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日本行動計量学会第 42 回大会開催のご案内（第 2 号通信） 
 
第 1 号通信にてご案内の通り，第 42 回大会を東北大学川内キャンパスにて開催させ

ていただくこととなりました．お知らせが遅れ気味となっており，申し訳ありません．

現在，鋭意準備を進めているところです．どうぞよろしくお願いいたします． 
当初，会場を「川内北キャンパス」とご案内しておりましたが，会期 3 日目（2014 年

9 月 4 日［木］）のイベントを「川内南キャンパス」の東側に立地する「東北大学百周年

記念会館 川内萩ホール」で開催させていただくこととしました．同会館は旧東北大学

記念講堂を改装して 2008 年 10 月に完成したものです．1,200 席あまりの規模の大ホー

ルは，世界水準の音響と学術会議機能を備えたホールであり，学術会議や講演会のほか，

音楽コンサートなどを楽しんでいただける施設となっています． 
公開イベントとして，すでにご案内の「公開シンポジウム」に加え，実力に折り紙付

きの二つの学友会サークル協力を得て，ミニコンサートを開催いたします．併せてお楽

しみいただければ幸いです．また，同会館には三つの会議室が付設されております．当

日のプログラムはまだ詳細が固まっておりませんが，大ホールイベントとの並行セッシ

ョンを実施することも可能です．仕切りを外してシアター形式とした会議室を懇親会会

場として利用する予定です．川内北キャンパスと南キャンパスは一般道をはさんで両側

に立地しており，実質的に一体のキャンパスです．移動に時間がかかることはありませ

ん．両キャンパスは東日本大震災による被害も軽微で，近年，整備も進んでおりますの

で，参加者の皆さま方に心地よく緑豊かな雰囲気を味わっていただけるのではないかと

期待しております． 
お時間に余裕がありましたら，ぜひ，周辺の散策などもお楽しみください． 

 
１．開催期日，会場，大会 web サイト 
日時：2014 年 9 月 2 日 （火） ～ 5 日（金） 
場所：東北大学川内北キャンパス（仙台市青葉区川内 41） 

東北大学百周年記念会館川内萩ホール（川内南キャンパス，仙台市青葉区川内 40） 
大会 web サイト：http://bsj.wdc-jp.com/2014/ 

  （今後は，主として大会 web サイト等を通じて更新情報をお知らせする予定です．） 
 
2．参加申込等スケジュール 
4/4（金）  特別セッションの企画募集，一般発表申込，抄録原稿受付，チュートリアルセ

ミナー参加申込，大会参加事前申込開始 
5/16（金） 特別セッションの企画募集締切（5/30 まで延長しました） 
6/2（月）  一般発表申込締切（6/18 まで延長します） 
6/10（火） 抄録原稿提出締切（6/18 まで延長します） 
8/1（金）  プログラム公開 

プログラム冊子会員送付予定 
8/12（火） 大会参加事前申込締切 

 9/2（火）～5（金）第 42 回大会（2 日はチュートリアルセミナー） 
 
一般研究発表申込の締切がせまっております．ご発表を予定されている方々は，お早め

にお申し込みください．  
 
3．大会プログラム 
 現時点での予定です．企画内容や開始時刻，終了時刻に関しては変更の可能性がありま

す．なお，第 42 回大会は東北大学大学院文学研究科との共催事業となりましたので，お知

らせいたします． 
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9 月 2 日（火）会場：川内北キャンパス講義棟 C 棟（C200 教室），時間：13:30～16:30 
内容：チュートリアルセミナー 

9 月 3 日（水）会場：川内北キャンパス講義棟 C 棟，時間（予定）：9:30～17:00 
内容：特別セッション，一般セッション 

9 月 4 日（木） 
会場：東北大学百周年記念会館 川内萩ホール，時間（予定）：9:30～20:00 

  内容：特別講演（9:30～11:00），総会（11:15～12:15） 
公開企画（参加費無料） 

       ミニコンサート（13:15～14:15） 
公開シンポジウム：基調講演（14:30～16:00），シンポジウム（16:15～17:45） 

懇親会（18:00～20:00） 
9 月 5 日（金）会場：川内北キャンパス講義棟 C 棟，時間（予定）：9:30～14:45 
内容：特別セッション，一般セッション 

 
4．第 42 回大会チュートリアルセミナー 

テーマ：消費者行動データ分析のための構造モデリング 
――入門からビッグデータ活用まで―― 

講師：石垣司（東北大学大学院経済学研究科） 
概要：ビッグデータ時代の潮流を受け，消費者行動を理解するためのデータ分析は学術

界・産業界の両者においてますます重要なトピックとして認識されている．本チュー

トリアルセミナーでは消費者行動データ分析のための構造モデリングの理論と実践に

ついて解説する． 
はじめに，①消費者行動の要因（販促・環境など）と結果（購買・非購買など）の

因果構造を確率モデルとして表現するアプローチを紹介する．具体的には，古典的な

離散選択モデルから始めて，階層ベイズモデリングによる消費者異質性モデルについ

て解説する．次に，②機械学習やデータマイニングなどの帰納的方法論による購買行

動分析や構造抽出を目指すアプローチを紹介する．具体的にはトピックモデルやベイ

ジアンネットワークなどの手法について解説する．また，①と②の両アプローチの違

いと長所・短所についても解説する．③最後に，構造モデリングを用いてサービス産

業の持続的成長を実現するためのビッグデータ活用の実践を紹介・解説する． 
 

チュートリアルセミナー参加費 
早期振込  当日支払  

正会員 3,000 円     4,000 円 
学生  2,000 円  3,000 円 
賛助会員 3,000 円  4,000 円 
非会員 4,000 円  5,000 円 

 
5．特別講演 
 企画・司会：村上隆（中京大学） 
 指定討論：林文（東洋英和女学院大学），吉野諒三（統計数理研究所） 
 講演者：西里静彦（トロント大学〔カナダ〕名誉教授） 
 題目（仮題）：数量化理論――部分空間と全空間の多次元解析―― 
 企画主旨：西里静彦先生は，質的データの数量化に関する理論的・経験的研究を続けら

れ，その成果は，いまさら言うまでもなく国際的に高い評価を受けています．今回の

特別講演では，先生の 50 年以上にわたるご研究を背景とした，データ解析に関する最

新のお考えについてお話しいただきます．先生にもご参画いただいた本学会の設立当

時を思わせる自由で闊達な討論が起こることも期待されます． 
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6．第 42 回大会公開企画（参加費無料） 
〔ミニコンサート〕 
出演サークル： 
東北大学学友会吹奏楽部（http://www.tohoku-wind.org/index.shtml） 
東北大学混声合唱団（http://tohoku-uv-konsei.lolipop.jp/） 

〔公開シンポジウム〕 
第 42 回大会公開企画のうち，公開シンポジウムは東北大学大学院情報科学研究科との共

催事業として申請中です． 
テーマ：東日本大震災被災地における住民の意向の把握とその課題 
概要：今後の復興に向けて被災地の住民の意向をどう把握するのか，今回の震災特有の

課題は何なのか．行政・マスメディア等，それぞれの観点から議論する． 
第一部 基調講演「東日本大震災に対する政治の使命」 
講師：交渉中（講師は復興に携わった政治家を予定） 

第二部 シンポジウム「東日本大震災被災地における住民の意向の把握とその課題」 
コーディネータ：河村和徳（東北大学大学院情報科学研究科） 
パネラー：被災地自治体担当者（仙台市，予定）〔被災者の意向把握の課題〕 

マスメディア関係者（河北新報社，予定）〔取材および世論調査での苦労等〕 
石川俊之（サーベイリサーチセンター営業企画本部長） 

〔被災地調査で得られたデータ収集のノウハウ〕 
コメンテータ：後藤心平（FM 仙台パーソナリティ） 

 
7．大会参加費 

早期振込  当日支払  
正会員 5,000 円     6,000 円 
学生  3,000 円  4,000 円 
賛助会員 5,000 円  6,000 円 
非会員 7,000 円  10,000 円 

 
○ 参加費には抄録集 1 冊を含みます． 
○ 正会員には名誉会員・シニア会員を含みます． 
○ 学生の参加費には準会員・非会員の区別はありません． 
○ 賛助会員は 3 名様まで無料です．事前に参加券を 3 枚お送りしますので，この券を持

参された方が対象です．4 人目以降は，上記金額です．なお，事前参加申込みより無料

の登録を行った方も，当日必ず参加券をご持参ください． 
○ 抄録集は 1 冊 3,000 円で頒布します． 
○ 早期振込は Web による参加申込・参加費振込とも 8 月 12 日（火）までに行われた方

が対象です．それ以後は会場で「当日支払」の会費をお支払いください． 
○ 公開企画のみの参加は無料です． 
 
8．懇親会 

懇親会費 
早期振込 当日支払 
4,000 円 5,000 円 

 
○ 定員に達した場合は受付を終了することがあります． 
○ 早期振込は Web による参加申込・参加費振込とも 8 月 12 日（火）までに行われた方

が対象です．それ以後は会場で「当日支払」の会費をお支払 いください． 
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9． 振込先 
銀行名：ゆうちょ銀行・郵便局 振替口座 
口座記号番号：00190-4-386225 
口座名称（漢字）：日本行動計量学会大会 
口座名称（カナ）：ニホンコウドウケイリョウガッカイタイカイ 

 
他の金融機関からゆうちょ銀行・郵便局へ振込みの場合は，下記情報をご利用下さい． 
 
銀行名：ゆうちょ銀行 
店名：〇一九店（ゼロイチキュウ 店）  
店番：019 
預金種目：当座 
口座番号：0386225 

 
恐れ入りますが，振り込み手数料はご負担下さいますようお願い申し上げます． 

 
10．アクセス：仙台市営バスによる仙台駅前バスプールからのアクセス情報です． 
○ 9 番のりば（全てのバスが会場最寄りの停留所を経由します） 

行き先：宮教大・青葉台行，青葉通経由動物公園循環 
 下車停留所（所要時間・運賃）：東北大川内キャンパス・萩ホール前（約 15 分，180 円） 
○ 16 番のりば（本数がやや少なく，東北大学百周年記念会館からは遠くなります） 
 行き先：広瀬通経由交通公園・川内営業所行，広瀬通経由交通公園循環 
 下車停留所（所要時間・運賃）：川内郵便局前（約 15 分，180 円） 
○ タクシーの利用も可能です．通常の交通状況の場合，所要時間 10 分程度，料金は 1,500

円程度です．周辺地図は，第 42 回大会 web サイト（http://bsj.wdc-jp.com/2014/）の

アクセス情報をご利用ください． 
 
11．お問い合わせ先 
○ 参加登録，抄録提出等Web の手続き関係は大会ヘルプデスク（bsj-desk@bunken.co.jp）

までお願いします． 
○ 大会全般の問い合わせは，第 42 回大会実行委員会（bsj2014@he.tohoku.ac.jp）まで

お寄せください． 
 
12．宿泊情報 
 東北大学生活協同組合提供の宿泊情報です。 
・ 日本行動計量学会第 42 回大会 宿泊・交通の手配： 

https://www.u-coop.or.jp/tohoku/society/bsj/index.php 
・ お申込み方法・取消変更について 

https://www.u-coop.or.jp/tohoku/society/bsj/index.php?mode=application 
 
13．その他 
○ 川内北キャンパス講義棟 C 棟では無線 LAN が利用可能です． 
 
14．第 42 回大会実行委員会 
木村邦博（東北大学）（委員長），倉元直樹（東北大学）（副委員長）（「第 2 号通信」文責）， 
熊谷龍一（東北大学）（事務局長），河村和徳（東北大学），菊地賢一（東邦大学）， 
村木英治（東北大学），鈴鴨よしみ（東北大学），鈴木敏明（東北大学） 

 
・ 下線，ボールドで示した箇所は，「会報 141 号」に掲載された内容から更新された部分です． 


